
印
刷

／
敷

島
印

刷
株

式
会

社
印

刷
／

シ
モ

ダ
印

刷
株

式
会

社

癒
いや

しとふれあいの時間を
菊池市ふるさと創生市民広場
完成記念式典
きくちの竹あかり
ほの宵まつり

平成3１年度
当初予算が決まりました

菊池人
宮川葵乃春さん

満開の桜の中、菊池を快走！
第64回熊日菊池桜マラソン大会
2019くまファンラン

情報と元気を発信するマガジン

広報きくち

制作・発行元
菊池市役所市長公室
〒861-1392
熊本県菊池市隈府888番地
TEL：0968(25)7252
FAX：0968(25)2322
▼ホームページ  
https://www.city.kikuchi.lg.jp
▼市長メール  
mayor@city.kikuchi.lg.jp
▼広報メール  
kouhou@city.kikuchi.lg.jp

制作・発行元 編
集
後
記

▼
泗
水
出
身
の
ボ
ク
サ
ー
、
森
武

蔵
選
手
の
試
合
を
取
材
。
リ
ン
グ

サ
イ
ド
の
至
近
距
離
で
撮
影
で
き

た
た
め
、
私
の
姿
は
テ
レ
ビ
に
丸

映
り
で
し
た
。
試
合
は
接
戦
。
判

定
勝
負
と
な
り
、
会
場
は
緊
張
感

に
包
ま
れ
ま
す
。
勝
者
発
表
の
瞬

間
に
仕
事
を
忘
れ
て
思
わ
ず
手
を

叩
い
た
姿
、
テ
レ
ビ
に
映
っ
て
い

な
く
て
良
か
っ
た
。　
　
　
伊
藤

▼
昨
年
度
に
引
き
続
き
花
粉
症
と

広
報
担
当
な
今
林
で
す
。
新
し
い

元
号
「
令
和
」
で
も
よ
ろ
し
く
お

願
い
し
ま
す
。
▼
春
は
あ
げ
ぽ
よ
。

そ
ん
な
に
テ
ン
シ
ョ
ン
が
上
が
ら

な
い
今
林
で
す
が
、
取
材
で
訪
れ

た
菊
池
高
校
演
劇
部
は
一
味
違

う
！
素
晴
ら
し
い
！
若
さ
は
可
能

性
だ
な
と
感
じ
つ
つ
、
今
後
の
活

躍
に
期
待
が
膨
ら
み
ま
す
。
今
林

▼
5
月
号
よ
り
広
報
に
異
動
し
ま

し
た
が
、
自
分
が
担
当
に
な
る
と

は
夢
に
も
思
っ
て
い
ま
せ
ん
で
し

た
。
聞
き
な
れ
な
い
言
葉
に
戸
惑

い
な
が
ら
、
日
々
の
業
務
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。
意
義
の
あ
る
情

報
発
信
を
で
き
る
よ
う
勉
強
し
て

ま
い
り
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く
お

願
い
し
ま
す
。「
分
か
り
や
す
く

伝
え
る
」
っ
て
難
し
い
！　
三
代

日 Sun 月 Mon 火 Tue 水 Wed 木 Thu 金 Fri 土 Sat
4/28 4/29 昭和の日 30 国民の休日 5/1 天皇即位日

●図書館めぐりバスツ
アー� ～2日
1３：００～１７：００
菊中図 泗　図 七　図

2 国民の休日 3 憲法記念日 4 みどりの日
◆菊池アートフェスティ
バルvol.3
菊中図 菊中公 ～5日
10：00～17：00

5 こどもの日 6 振替休日 7
■年金出張相談⑮　
10：０0～15：30

（要予約）菊市所
健康推進課

8
●３歳児健診13：10～
13：30（受付)菊文館
■窓口延長（各種証明
書の発行）毎週㈬ ～
２０：００ 菊市所  市民課

9
●３・４カ月児健診
13：10～13：30（受付）
旭憩家

10 11
●おはなしのもり
10：30～菊中図
●しすいっ子童話会
11：00～泗　図
◆2019きくちホタル
フェスタin旭志�
17：30～20：30
道の駅旭志 旭志村ふ
れあいセンター

12
◆菊池新緑うまいも
ん祭り� 10：00～
１5：00菊市広

13
●育児相談 
9：30～10：30
西部セ

14
●６・７カ月児健診
13：10～13：30（受付）
旭憩家

15
■弁護士相談
9：00～正午（要予約）
七多セ 総務課
■行政相談
10：00～正午 七多セ
●１歳６カ月児健診
13：10～13：30（受付）
泗　公
■男女共同参画専門
委員相談�
13：30～16：30( 要予
約 ）菊市所   男女共同
参画推進課
■窓口延長（各種証明
書の発行）毎週㈬ ～
２０：００ 菊市所  市民課

16
●３・４カ月児健診
13：10～13：30（受付）
西部セ

17 18
●ボランティアおはな
し会10：30～菊中図
●七城 お は なし 会×
ワークショップ
11：０0～七　図
●古典を楽しむ会
14：00～泗　図
●英語おはなし会
14：３0～菊中図
●資料受け入れ日
9：00～17：００菊中図

19
◆市内中学校体育大
会（菊池北小を含む）
◆マジックと音楽と
絵本のコンサート⑰ 
９：４５～１０：４５

（要予約） 菊中図
●おたのしみ会
14：00～ 泗　図

20 21
●６・７カ月児健診
13：10～13：30（受付）
西部セ
■年金出張相談⑮
10：０0～15：30（要予
約）菊市所健康推進課

22
■弁護士相談
9：00～正午（要予約）
泗支所 総務課
■行政相談
10：00～正午泗支所
●赤ちゃんおはなし
会10：30～菊中図
●3歳児健診13：10～
13：30（受付）菊文館

23
●２歳６カ月児歯科健診
13：10～13：40（受付）
菊文館

24
●おはなしの部屋
11：00～泗　図

25
●おはなしのもり
10：30～菊中図
●しすいっ子童話会
11：00～泗　図
◆ ま ち の 保健室�　
14：00～16：00 七城温
泉ドーム

■認知症介護家族 の
つどい�
13：30～15：30菊老福
■窓口延長（各種証明
書の発行）毎週㈬ ～
２０：００ 菊市所  市民課

26
◆市内小学校運動会
(菊池北小を除く)

27
●育児教室
9：30～10：00西部セ
■納税相談夜間窓口
�～31日まで
～20：00菊市所 

28
■もの忘れ相談会�
13：30～1６：00（ 要予
約）菊市所高齢支援課

29
●１歳６カ月児健診
13：10～13：30（受付）
泗　公
■窓口延長（各種証明
書の発行）毎週㈬ ～
２０：００ 菊市所  市民課

30 31 6/1
●中央おはなし会
10：30～菊中図

6/2 6/3 6/4 6/5
●３歳児健診
13：10 ～ 13：30（ 受
付)菊文館
■窓口延長（各種証明
書の発行）毎週㈬ ～
２０：００ 菊市所  市民課

6/6
●３・４カ月児健診
13：10～13：30（受付）
旭憩家

6/7 6/8

菊文館 菊池市文化会館
菊老福 菊池老人福祉センター

児童セ 児童センター
西部セ 西部市民センター
菊中図 菊池市中央図書館
菊中公
菊福館

菊池市中央公民館
菊池市福祉会館

旭憩家 旭志老人憩いの家
旭　公
旭　図

旭志公民館
旭志図書館

泗支所 泗水支所
泗　公 泗水公民館

泗　ホ
泗　図

泗水ホール
泗水図書館

菊市所 菊池市役所本庁舎

七支所 七城支所
七城多目的研修センター

七　公
七　図

七城公民館
七城図書館

菊市広 菊池市ふるさと創生市民広場

旭支所 旭志支所

七多セ

○内の数字は掲載ページ。イベントの最新情報はホームページをご覧ください。
市ホームページ
イベントカレンダー
ＱＲコード

「
平
成
」か
ら「
令
和
」へ

菊
池
の
平
成
三
十
年
史

特
集



Contents ～今月号の掲載項目～

公式ホームページ

３ 菊池人  宮川葵乃春さん

４ 特集 ～菊池の平成三十年史～
「平成」から「令和」へ 

８ 平成3１年度　当初予算が決まりました
１０
１１

菊池市ふるさと創生市民広場完成記念式典／ほの宵まつり
第64回熊日菊池桜マラソン大会／2019くまファンラン 

１２
１３

シリーズ日本遺産
農業委員会だより／泗水幼稚園の移譲先が決定しました！

1４
　
1５

健康だより　質の良い睡眠をとる方法
歯ッピーキッズ
国民年金情報／きくち健康ポイント

1６
1７

文芸きくち
KiCROSSだより

１８
　

１９

人権・同和教育シリーズ／韓国発見シリーズ　こんにちは
金です
桜色の合戦図 - 菊池武光の軌跡 - ／絵画連作 幻の城下町
菊池／わいふ一番館だより／菊池観光交流館

2０

～

２６

情報つう
▼お知らせ
職員人事異動（4月1日付）係長級以上／新卒者を採用予定の企業
の皆さんへ／ペットを飼う前に／春の狂犬病予防集合注射と犬の
登録を実施します／軽自動車・普通自動車税の納付期限は5月31
日㈮です／5月の「税」の納期限 5月31日㈮／日本赤十字社活動
資金へのご協力をお願いします／保険証は正しく使いましょう／
75歳以上の人に対する医療制度の一部変更について／工業統計
調査を実施します／介護予防ミニ講座／身体や精神に障がいがあ
る人の軽自動車税減免／お詫びと訂正
▼募集
ラブベンチデザインコンペ2019／「花いっぱいコンクール」作品
募集／菊池市住宅補充入居者を募集します／市営住宅中町団地

（特定公共賃貸住宅）入居者募集／儲かる農業を支援します／「い
きいき養生塾～からだ引き締めセミナー～」／職業訓練コース／
熊本県職員・警察官採用試験／泗水 B&G 海洋センター幼児水泳
教室受講生募集／市民劇に参加しませんか
▼相談・講演講習
ひとりで悩まないで男女共同参画専門委員相談／無料法律相談会
／認知症介護家族のつどい／もの忘れ相談会／納税相談夜間窓
口を開設します（本庁舎のみ）
▼イベント
まちの保健室

２７ 熊本県議会議員菊池市選挙区一般選挙開票結果

２８

29

地域おこし協力隊通信／2019きくちホタルフェスタin 旭
志／菊池水田ごぼうGI 登録記念菊池新緑うまいもん祭り
市民の広場

３０
３１

高校魅力化全力通信
菊池っ子だより

3２ TOPICS＋プラス～まちの話題～
３４ 市長からのメッセージ／休日在宅当番医
35 ハッピーバースデー

3月末の人の動き
人　口 前月比

総人口：48,765 人 －214
　 菊池：24,218 人 －144
　 七城： 5,322 人 1
　 旭志： 4,491 人 －21
　 泗水：14,734 人 －50
男　性：23,348 人 －112
女　性：25,417 人 －102
世　帯： 19,259 世帯 ４

年齢別人口 
0～14歳 6,395 人 13%
15～64歳 26,532 人 54%
65歳以上 15,838 人 33%
自然増減 社会増減
出  生：24 転  入：258
死  亡：59 転  出：437

菊池の情報発信
公式フェイスブック「癒しの里 菊池」

公式YouTubeチャンネル「癒しの里 菊池 Kikuchi city」

きくち防災・行政ナビ（スマートフォン・タブレット端末専用アプリ）

公式ツイッター「@Kikuchi_city」

公式インスタグラム「kikuchicity」

マチイロ（スマートフォン専用アプリ）

市民の暮らしに必要な情報を掲載している行政サイトと、菊池の魅
力を発信している観光サイトがあります。

祭りやイベント、旬な情報など、タイムリー
なニュースを紹介しています。

イベントや祭りのほか、プロモーションビ
デオや動画コンテストの作品など、さまざ
まな動画をアップしています。

防災無線や個別受信機からの情報を確認
できます。火災情報や学校からのお知ら
せも配信している無料アプリです。

菊池のイベント情報やニュースを手軽に確
認できます。

絶景だけでなく、街に隠れる意外な見どこ
ろなど、写真で伝えたい菊池の魅力を紹介
しています。

「広報きくち」をいつでもどこでも読むこと
ができる無料アプリです。

※�QRコードの読み取りがうまくできない
時は、上下のQRコードを隠して再度読み取ってください。

https://www.city.kikuchi.lg.jp/

「菊池人」
希望者を募集します
　 新 し い こ と に 挑戦 し て い る
人、伝統を受け継いでいる人など、
菊池で頑張っている人を募集し
ます。本市在住であれば自薦・他
薦は問いません。詳しくは市長
公室までお問い合わせください。

問い合わせ先
　市長公室広報交流係
　☎ 0968（25）7252

31 2

華道家

宮川 葵乃春さん

1_キクロスで開講している生け花講座は１回単位での参加も可能 2_キクロスで花を
生け変える。「作品を楽しみにしてくれる人も多いので、ありがたいです」 3_ 特技は幼
少期から習うピアノ。大学時代は音楽系のサークルに所属し、サックスを吹いていた 

母子手帳アプリ母子モ「きくちっこ」
予防接種や子どもの成長記録の管理、家
族間での情報共有が可能。子育てに関す
る知識や地域のイベント情報も提供します。

今月の表紙
４月14日に合志市で開催さ
れたボクシングＷＢＯアジア
パシフィックフェザー級タイ
トル戦で、王者の森

もり

武
む さ し

蔵さん
（19歳 ／ 泗水・永区出身 ／
名古屋市在住・薬師寺ジム）
が初防衛。「みんなを勇気づ
けたくて、熊本地震の日を選
びました。ＫＯできる力を付
けて世界王者を目指します。
世界タイトルの防衛戦を熊
本でやりたい」と話しました。

　

生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
「
キ
ク
ロ
ス
」
に
入

る
と
、
優
美
な
花
と
か
ぐ
わ
し
い
香
り
が
来

場
者
を
迎
え
る
。「
植
物
は
生
き
物
。
飾
る

う
ち
に
色
合
い
が
変
わ
る
こ
と
も
計
算
し
て

花
を
生
け
ま
す
。
四
季
の
移
ろ
い
を
表
現
し

て
い
く
の
で
、
訪
れ
た
人
が
少
し
で
も
豊
か

な
気
持
ち
に
な
っ
て
く
れ
れ
ば
」。
昨
年
12

月
か
ら
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
花
を
展
示
。
作
品

は
毎
週
そ
の
場
で
生
け
て
い
る
。

　

菊
池
で
育
ち
、
福
岡
の
大
学
へ
。
卒
業
後

に
帰
郷
し
た
際
、
ふ
と
実
家
に
飾
っ
て
あ
っ

た
生
け
花
に
目
が
留
ま
っ
た
。「
学
生
時
代

は
ヒ
マ
ワ
リ
や
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
ぐ
ら
い
し
か

知
ら
な
か
っ
た
」
が
、
気
づ
け
ば
多
く
の
流

派
が
集
ま
る
花
展
に
足
を
運
ん
で
い
た
。「
見

せ
方
の
多
様
さ
に
衝
撃
を
受
け
、
花
に
無
限

の
可
能
性
を
感
じ
ま
し
た
。
生
け
花
は
感
覚

だ
け
で
な
く
、
緻
密
な
計
算
も
必
要
。
奥
が

深
い
世
界
で
虜
に
な
り
ま
し
た
」

　

４
年
前
か
ら
フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト

に
も
挑
戦
。「
余
白
で
空
間
美
を
表
す
生
け

花
と
違
い
、
フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト
は

色
彩
豊
か
な
花
で
華
美
に
演
出
す
る
。
同
じ

素
材
で
も
見
せ
方
が
違
う
の
で
、
視
野
や
感

覚
が
広
が
り
ま
し
た
」。
昨
年
は
ヨ
ー
ロ
ピ

ア
ン
フ
ラ
ワ
ー
デ
ザ
イ
ン
連
盟
が
主
催
す
る

全
国
大
会
に
出
場
。
モ
ダ
ン
ア
ー
ト
部
門
で

1
位
に
輝
い
た
。「
生
け
花
も
フ
ラ
ワ
ー
ア

レ
ン
ジ
メ
ン
ト
も
、
尊
く
美
し
い
花
の
一
瞬

を
使
う
。
心
を
込
め
て
向
き
合
う
こ
と
で
、

花
も
応
え
て
く
れ
る
気
が
し
て
」

　

敷
居
が
高
い
印
象
が
あ
る
世
界
。「
気
軽

に
取
り
組
め
る
趣
味
と
し
て
、
生
け
花
の
魅

力
を
広
め
ら
れ
た
ら
」。
こ
れ
か
ら
も
、
植

物
と
ふ
れ
あ
う
喜
び
を
伝
え
て
い
く
。

素
直
な
心
で

花
と
対
話

Profile　みやがわ・きのはる
昭和60年５月26日生まれ。本名・宮
川祐理子（みやがわ・ゆりこ）。華道・
草月流の師範として活動。家庭教師
や、税理士の父の手伝いをしている
一面も。趣味は映画鑑賞、音楽鑑賞、
バドミントン。甲森北在住。33歳。
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下半尺地区の裏山から望む上半尺、二ツ野、中
村地区。ダムの建設により湖に沈みました

「まるで光のベールのよう」とも
いわれた旭志のホタルの乱舞

　
ホ
タ
ル
の
里
と
し
て
現
在
も

多
く
の
観
光
客
が
訪
れ
る
旭
志

地
区
で
は
、
平
成
２
年
に
村
内

５
地
区
が
「
熊
本
ホ
タ
ル
の
里

百
選
」
に
選
ば
れ
ま
し
た
。
ホ

タ
ル
の
生
息
地
は
全
国
で
減
少

が
続
い
て
い
ま
す
が
、
旭
志
地

区
で
は
地
域
の
人
た
ち
が
熱
心

に
保
全
活
動
を
続
け
て
お
り
、

幻
想
的
な
ホ
タ
ル
の
乱
舞
を
見

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

合志方面から泗水を望む。道の駅や
温泉施設が建設される前の一枚

熊
本
ホ
タ
ル
の
里

百
選
に
認
定

七城ふるさとコスモスまつりの

「コスモスウオーク」

ほの宵まつり
（平成25年）

手作りの白龍が懐
かしい菊池夏まつり

（平成18年） 竜門ダム建設の際、水没地区にあった彼岸

花を平成３年に旭志・伊坂区の住民が移植

平成24年の豪雨で被害を受けた、泗水のふれあい橋。菊池電車の廃線跡を利用

平成28年の熊本地震でボランティアをする菊池南中の野球部員たち

「平成」から「令和」へ
菊池の平成三十年史

５月１日に幕を開けた令和時代。
31年にわたり続いた平成は終わりを迎え、新たな時代が始まりました。

菊池が駆け抜けた平成。その歩みを振り返ります。

【問い合わせ先】 市長公室 ☎0968（25）7252

平
成
２（
１
９
９
０
）年
旧
旭
志
村

　
町
名
の
由
来
の
一
つ
、
中
国

の
泗
水
県
で
生
ま
れ
た
孔
子
を

シ
ン
ボ
ル
と
し
た
孔
子
公
園
を

建
設
。
翌
平
成
５
年
に
は
旧
泗

水
町
と
旧
西
合
志
町
を
結
ぶ
国

道
３
８
７
号
の
バ
イ
パ
ス
が
完

成
し
、
車
の
流
れ
が
一
変
し
ま

し
た
。
菊
池
電
車
の
廃
線
跡
は
、

孔
子
公
園
付
近
の
区
間
を
自
転

車
・
歩
行
者
専
用
道
路
に
整
備
。

桜
の
名
所
と
し
て
評
判
で
す
。

孔
子
公
園
が

オ
ー
プ
ン

平
成
４（
１
９
９
２
）年
旧
泗
水
町

　
平
成
最
大
級
の
台
風
に
よ
り

農
産
物
の
被
害
や
民
家
の
損
壊
、

停
電
な
ど
、
各
地
域
に
甚
大
な

被
害
を
も
た
ら
し
ま
し
た
。

台
風
19
号
が
襲
来

平
成
３（
１
９
９
１
）年

　

漕
艇
と
剣
道
（
菊
池
）、
成

年
女
子
サ
ッ
カ
ー
（
七
城
）、

ゴ
ル
フ
（
旭
志
）、
柔
剣
道
と

馬
術
（
泗
水
）
を
開
催
。
地
域

を
挙
げ
民
泊
で
選
手
を
受
け
入

れ
た
ほ
か
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と

し
て
協
力
す
る
な
ど
、
大
い
に

盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

く
ま
も
と
未
来

国
体
開
催

平
成
11（
１
９
９
９
）年

　
城
の
形
を
し
た
印
象
的
な
建

七
城
温
泉
ド
ー
ム

が
開
業

平
成
９（
１
９
９
７
）年
旧
七
城
町

　
山
あ
い
の
竜
門
地
区
に
ダ
ム

の
建
設
計
画
が
発
表
さ
れ
た
の

は
昭
和
45
年
。
昭
和
か
ら
平
成

へ
の
時
代
を
ま
た
ぎ
、
計
画
か

ら
32
年
の
時
を
経
て
、
平
成
14

年
に
運
用
を
開
始
し
ま
し
た
。

ダ
ム
を
水
源
と
し
て
い
る
菊
池

竜
門
ダ
ム
が

運
用
開
始

平
成
13（
２
０
０
１
）年
旧
菊
池
市

　
菊
池
市
、
七
城
町
、
旭
志
村
、

泗
水
町
の
１
市
２
町
１
村
で
平

成
15
年
に
合
併
協
議
会
を
設
立
。

平
成
16
年
に
合
併
調
印
式
を
実

施
し
、
翌
17
年
３
月
22
日
に
対

等
合
併
。
新
た
な
菊
池
市
と
し

て
動
き
出
し
ま
し
た
。

平
成
の
大
合
併

新「
菊
池
市
」誕
生

平
成
17（
２
０
０
５
）年
菊
池
市

平
成
２（
１
９
９
０
）年
７
月

熊
本
ホ
タ
ル
の
里
１
０
０
選

平
成
６（
１
９
９
４
）年
11
月

七
城
町
合
併
40
周
年
記
念

式
典

平
成
４（
１
９
９
２
）年
５
月

第
１
回
ホ
タ
ル
フ
ェ
ス
タ
を

開
催

平
成
７（
１
９
９
５
）年
３
月

特
産
品
セ
ン
タ
ー（
メ
ロ
ン

ド
ー
ム
）完
成

平
成
11（
１
９
９
９
）年
４
月

メ
ロ
ン
ド
ー
ム
で
光
セ
ン

サ
ー
に
よ
る
選
果
を
開
始

平
成
６（
１
９
９
４
）年
４
月

道
の
駅
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

落
成

平
成
８（
１
９
９
６
）年
４
月

リ
バ
ー
サ
イ
ド
パ
ー
ク
落
成

平
成
７（
１
９
９
５
）年
７
月

四
季
の
里・旭
志
が
オ
ー
プ
ン

平
成
９（
１
９
９
７
）年
３
月

七
城
温
泉
ド
ー
ム
が
開
業

平
成
８（
１
９
９
６
）年
11
月

旭
志
村
合
併
40
周
年
記
念

式
典

平
成
12（
２
０
０
０
）年
２
月

菊
池
地
域
農
業
協
同
組
合

本
所
落
成

平
成
11（
１
９
９
９
）年
３
月

七
城
精
米
加
工
施
設
落
成

平
成
14（
２
０
０
２
）年
８
月

鞍
岳
が
遊
歩
百
選
に
選
定

旧
七
城
町

旧
旭
志
村

平
成
元（
１
９
８
９
）年
３
月

町
村
制
施
行
１
０
０
周
年

平
成
２（
１
９
９
０
）年
４
月

菊
池
渓
谷
の「
四
十
三
万

滝
」が
日
本
の
滝
百
選
に
選

ば
れ
る

平
成
４（
１
９
９
２
）年
11
月

孔
子
公
園
オ
ー
プ
ン

平
成
４（
１
９
９
２
）年
３
月

市
民
広
場
が
落
成
、
菊
池

武
光
公
騎
馬
像
が
完
成

平
成
５（
１
９
９
３
）年
３
月

国
道
３
８
７
号
の
バ
イ
パ
ス

が
完
成

平
成
６（
１
９
９
４
）年
８
月

き
く
ち
夏
ま
つ
り（
白
龍
）

が
ス
タ
ー
ト

平
成
５（
１
９
９
３
）年
９
月

第
１
回
孔
子
祭
り
開
催

平
成
12（
２
０
０
０
）年
３
月

菊
池
東
中
学
校
が
菊
池
北

中
と
統
合

平
成
10（
１
９
９
８
）年
８
月

岩
手
県
遠
野
市
と
友
好
都

市
宣
言

平
成
６（
１
９
９
４
）年
９
月

中
国
泗
水
県
と
友
好
都
市

締
結

平
成
９（
１
９
９
７
）年
８
月

泗
水
図
書
館
オ
ー
プ
ン

平
成
７（
１
９
９
５
）年
11
月

町
民
ホ
ー
ル
オ
ー
プ
ン

平
成
14（
２
０
０
２
）年
４
月

竜
門
ダ
ム
運
用
開
始

平
成
16（
２
０
０
４
）年
６
月

き
く
ち
べ
ん
り
カ
ー
運
行

開
始

旧
泗
水
町

旧
菊
池
市

川
流
域
の
農
地
約
６
０
６
０
㌶

に
か
ん
が
い
用
水
を
補
給
し
て

い
る
ほ
か
、
地
域
の
洪
水
調
節

施
設
と
し
て
も
機
能
す
る
な
ど
、

大
き
な
役
割
を
担
っ
て
い
ま

す
。
公
園
や
資
料
館
も
建
設
さ

れ
、
多
く
の
観
光
客
が
訪
れ
る

ス
ポ
ッ
ト
に
も
な
っ
て
い
ま
す
。

物
は
、
温
泉
や
宿
泊
施
設
を
備

え
た
総
合
温
泉
施
設
。
物
産

コ
ー
ナ
ー
や
宴
会
場
も
併
設
さ

れ
、
朝
７
時
ま
で
営
業
し
て
い

る
こ
と
も
あ
っ
て
、
多
く
の
老

若
男
女
が
利
用
し
て
い
ま
す
。
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インタビュー ◇ 昭和元年に生まれて

駆
け
抜
け
た
昭
和
と
平
成

　
「
昭
和
元
年
が
７
日
間
し
か
な
い

な
ん
て
知
ら
ん
か
っ
た
け
ん
、
驚
い

た
ね
」。昭
和
の
幕
開
け「
昭
和
元
年
」

に
生
ま
れ
た
佐さ

っ
さ々

國く
に

男お

さ
ん
。
大
正

天
皇
が
大
正
15
年
12
月
25
日
に
崩
御

さ
れ
た
た
め
、
昭
和
元
年
は
12
月
25

日
か
ら
31
日
ま
で
７
日
間
と
短
期
間

で
し
た
。
昭
和
元
年
生
ま
れ
の
菊
池

市
民
は
３
人
。
男
性
は
、
國
男
さ
ん

一
人
で
す
。「
昭
和
元
年
生
ま
れ
が

珍
し
か
な
ら
、
こ
れ
か
ら
は
ち
ょ
っ

と
し
た
自
慢
に
な
る
か
も
し
れ
ん
ね

え
」

　
昭
和
と
平
成
を
駆
け
抜
け
た
國
男

さ
ん
。
そ
れ
ぞ
れ
の
時
代
に
つ
い
て

「
昭
和
は
農
業
ひ
と
す
じ
。
と
に
か

く
長
か
っ
た
。
平
成
は
孫
の
面
倒
を

見
る
の
が
楽
し
か
っ
た
た
い
。
今
度

は
令
和
。
変
わ
り
ゆ
く
世
界
を
見
て

き
た
ば
っ
て
ん
、
時
代
の
流
れ
は
速

か
な
あ
」
と
感
慨
に
ふ
け
り
ま
す
。

　
佐
々
家
で
元
年
生
ま
れ
は
國
男
さ

ん
だ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
孫
の
団ま

ど

香か

さ
ん
は
平
成
元
年
生
ま
れ
。
誕
生

日
は
國
男
さ
ん
と
同
じ
12
月
30
日
生

ま
れ
で
す
。
さ
ら
に
妻
の
故
・
ミ
ツ

ヲ
さ
ん
も
大
正
９
年
12
月
30
日
生
ま

れ
。
昭
和
元
年
生
ま
れ
の
エ
ピ
ソ
ー

ド
と
併
せ
て
「
誕
生
日
に
縁
が
あ
る

と
か
ね
え
」
と
笑
い
ま
す
。

令
和
の
楽
し
み
は
ひ
孫
の
成
長

　
90
歳
頃
ま
で
、
体
力
づ
く
り
や
腰

痛
の
緩
和
の
た
め
、
２
本
の
木
で
支

え
た
棒
に
２
分
ほ
ど
ぶ
ら
下
が
っ
て

い
た
そ
う
。
今
は
テ
レ
ビ
を
見
る
こ

と
や
読
書
が
趣
味
で
、
元
気
の
秘
訣

は
食
べ
る
こ
と
と
１
日
３
回
の
食
前

に
飲
む
養
命
酒
。「
食
べ
ん
と
い
か

ん
。
な
ん
で
も
う
ま
か
。
好
き
嫌
い

は
な
か
」
と
胸
を
張
り
ま
す
。

　
「
令
和
時
代
の
楽
し
み
は
、
ひ
孫

の
成
長
を
見
守
る
こ
と
。
そ
し
て
、

１
０
０
歳
ま
で
生
き
た
か
で
す
ね
」。

令
和
に
な
っ
て
も
、
菊
池
の
歩
み
を

見
続
け
て
い
く
こ
と
で
し
ょ
う
。

左から孫の団
まど

香
か

さん、妻のミチヲさん、
姉の渡

わた

邊
なべ

マチコさん、國
くに

男
お

さん（当時
76歳）。

目標は１００歳。
令和の菊池も
見守り続ける―
佐
さ っ さ

々國
くに

男
お

さん（新古閑）
昭和元（1926）年12月30日生まれ 92歳

平
成
17（
２
０
０
５
）年
３
月

１
市
２
町
１
村
の
合
併
で

新
菊
池
市
が
始
動

平
成
24（
２
０
１
２
）年
７
月

九
州
北
部
豪
雨
で
甚
大
な

被
害

平
成
19（
２
０
０
７
）年
３
月

菊
池
ふ
る
さ
と
か
る
た
が

完
成

平
成
25（
２
０
１
３
）年
11
月

第
１
回
菊
池
米
食
味
コ
ン

ク
ー
ル
開
催

平
成
24（
２
０
１
２
）年
10
月 

鹿
児
島
県
龍
郷
町
と
友
好

都
市
宣
言

平
成
22（
２
０
１
０
）年
３
月

七
城
中
に
天
才
バ
カ
ボ
ン

の
石
碑
を
設
置

平
成
29（
２
０
１
７
）年
11
月

菊
池
市
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

「
キ
ク
ロ
ス
」が
開
館

平
成
23（
２
０
１
１
）年
４
月

原
付
の
ご
当
地
ナ
ン
バ
ー

を
九
州
で
初
採
用

平
成
23（
２
０
１
１
）年
10
月

ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク
で
剣
道
競

技
を
開
催

平
成
26（
２
０
１
４
）年
７
月

流
し
そ
う
め
ん
で
世
界
記

録
を
達
成（
３
３
２
８・３
８
㍍
）

平
成
23（
２
０
１
１
）年
10
月

菊
池
温
泉
が
日
本
の
名
湯

百
選
に
選
ば
れ
る

平
成
28（
２
０
１
６
）年
４
月

熊
本
地
震
が
発
生

平
成
29（
２
０
１
７
）年
４
月

菊
池
川
流
域
の
米
作
り
に

関
わ
る
文
化
財
が
日
本
遺

産
に
登
録

菊
池
市

次
世
代
と
歩
む

未
来
の
菊
池

　
新
た
な
時
代
の
幕
開
け
と
と
も
に

産
ま
れ
る
、
新
し
い
命
。「
令
和
に

な
っ
て
間
も
な
く
予
定
日
な
の
で
、

縁
を
感
じ
ま
す
ね
」
と
話
す
の
は
、

５
月
に
出
産
予
定
の
魚う

お

住ず
み

花か

音の
ん

さ
ん

（
大
琳
寺
）
で
す
。

　
長
女
の
彩あ

心こ

ち
ゃ
ん
は
１
歳
３
カ

月
。「
２
人
に
は
思
い
や
り
が
あ
る

子
に
育
っ
て
ほ
し
い
。
熊
本
市
か
ら

嫁
ぎ
ま
し
た
が
、
菊
池
は
自
然
い
っ

ぱ
い
で
子
育
て
の
環
境
が
い
い
。
子

ど
も
た
ち
の
た
め
に
も
、
令
和
に

な
っ
て
も
住
み
よ
い
ま
ち
が
続
い
て

ほ
し
い
で
す
」
と
思
い
を
馳
せ
ま
す
。

　
新
た
な
世
代
が
つ
く
る
、
菊
池
の

未
来
。
令
和
時
代
の
菊
池
は
、
ど
の

よ
う
な
歩
み
を
重
ね
て
い
く
の
で

し
ょ
う
か
―
。

「平成」から「令和」へ菊池の平成三十年史特集
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「
菊
池
市
第
二
次
総
合
計
画
後
期
基
本
計
画
」に
基
づ
き
、前
期
基
本
計
画
か
ら

見
え
て
き
た
成
果
と
課
題
に
つ
い
て
の
検
証
結
果
を
生
か
し
な
が
ら
、歳
出
の

重
点
化・効
率
化
を
図
り
、必
要
性・緊
急
性
の
高
い
事
業
に
優
先
的
に
取
り
組

む
た
め
、健
全
な
財
政
運
営
に
配
慮
し
た
予
算
編
成
を
行
い
ま
し
た
。

問
財
政
課　
☎
０
９
６
８（
25
）７
２
０
２

平成31年度

歳 出［ 目的別 ］ ［ 性質別 ］
総額283億8,700万円

グ
ラ
フ
で
見
る
本
年
度
の
予
算

歳 入円グラフは「歳
入」「歳出（目的
別・性質別）」を
表しています。 総額283億8,700万円

当
初
予
算
が

　
　
決
ま
り
ま
し
た歳入

■自主財源　地方公共団体が自らの権能に基
づいて自主的に収入するもの
■依存財源　国や県の意思決定に基づき収入
されるもの
■市税　市民税や固定資産税など市民の皆さ
んからの税金
■その他　分担金、負担金、使用料、手数料、繰
越金、諸収入など
■地方交付税　地域ごとの状況の違いを調整す
るため国税の一部から交付されるお金
■国庫・県支出金　特定事業に対し国・県から使
いみちを指定して交付されるお金
■繰入金　基金から一般会計に組み入れるお金
■市債　長期間利用される市の施設をつくるた
めなどに借り入れるお金

歳出
■義務的経費　人件費、扶助費、公債費を合わ
せた、毎年必ず支出が必要となる費用
■人件費　職員の給料や退職金などの費用
■扶助費　保育所の運営、生活保護、子どもの
ための手当て、医療費の援助などの費用
■公債費　過去の借入金に要する返済のため
の費用
■普通建設事業費　道路工事や施設などを建
設する事業に要する費用
■物件費　消耗品や備品などに要する経費、委
託料、光熱水費など
■補助費など　公益的な事業などに対しての
補助金や負担金など
■繰出金　一般会計から特別会計などに支出
する経費

　
本
市
の
財
政
状
況
は
、
比
較
的
健
康

体
で
す
が
、
公
共
施
設
な
ど
は
か
な
り

メ
タ
ボ
の
状
態
と
な
っ
て
い
ま
す
。
少

子
高
齢
化
を
見
据
え
、
今
の
う
ち
に
筋

肉
質
な
財
務
体
質
に
変
え
て
い
く
こ
と

は
、
未
来
の
世
代
に
対
す
る
私
た
ち
の

責
務
と
考
え
ま
す
。
本
市
の
将
来
に
わ

た
る
持
続
的
な
発
展
に
向
け
、
財
政
基

盤
の
強
化
は
必
要
不
可
欠
で
す
。

　
ま
た
、
熊
本
地
震
の
影
響
も
継
続
し

て
お
り
、
平
成
29
年
度
決
算
に
お
い
て

も
、
前
年
度
に
引
き
続
き
財
政
調
整
基

金
（
４
億
６
０
０
０
万
円
）
の
取
り
崩

し
を
行
っ
て
い
ま
す
。
熊
本
地
震
関
連

の
市
債
償
還
も
始
ま
る
こ
と
か
ら
、
今

ま
で
以
上
に
計
画
的
な
行
財
政
運
営
が

求
め
ら
れ
る
と
こ
ろ
で
す
。

予
算
の
概
要

　
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
に
掲
げ
た
６
つ
の
ま

ち
づ
く
り
戦
略
に
つ
い
て
、
そ
の
成
果

を
確
実
な
も
の
に
す
る
た
め
に
、
主
な

施
策
と
し
て
「
菊
池
市
第
二
次
総
合
計

画
後
期
基
本
計
画
」
の
６
つ
の
項
目
に

つ
い
て
、
よ
り
一
層
し
っ
か
り
と
取
り

組
ん
で
い
き
ま
す
。

①�

豊
富
な
資
源
を
活
用
す
る
元
気
な
産

業
づ
く
り
（
産
業
と
経
済
）

　
再
整
備
を
行
っ
た
市
民
広
場
や
、
新

た
に
開
発
し
た
菊
池
を
満
喫
す
る
体
験

型
観
光
メ
ニ
ュ
ー
な
ど
を
効
果
的
に
活

用
す
る
こ
と
で
、
に
ぎ
わ
い
の
創
出
と

観
光
客
誘
致
に
努
め
ま
す
。

　
特
に
今
年
は
、
菊
池
一
族
第
15
代
当

主
・
菊
池
武
光
の
生
誕
７
０
０
周
年
を

迎
え
る
た
め
、
一
族
の
歴
史
文
化
遺
産

を
活
用
し
た
地
域
活
性
化
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
も
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。

②�

学
び
合
い
と
地
域
が
育
む
人
づ
く
り

（
教
育
と
文
化
）

　
昨
年
度
創
設
し
た
給
付
型
奨
学
金
を

活
用
し
、
経
済
的
に
厳
し
い
家
庭
の
子

ど
も
た
ち
の
進
学
を
支
援
し
ま
す
。

　
学
校
施
設
に
つ
い
て
も
、
国
の
新
た

な
施
設
整
備
方
針
が
示
さ
れ
た
こ
と
を

受
け
、
全
15
校
を
対
象
と
し
た
「
公
立

学
校
施
設
の
個
別
施
設
計
画
」
を
策
定

し
ま
す
。

③�

み
ん
な
で
支
え
合
う
生
涯
に
わ
た
る

安
心
づ
く
り
（
保
健
と
福
祉
）

　
妊
娠
か
ら
出
産
、
子
育
て
に
関
す
る

切
れ
目
の
な
い
支
援
を
行
う
た
め
に
、

針
を
整
理
し
た
「
菊
池
市
支
所
庁
舎
施

設
利
活
用
基
本
計
画
」
に
沿
っ
て
整
備

を
行
い
ま
す
。

　
ま
た
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
に
よ
る
効
率
的
で
効

果
的
な
行
政
運
営
に
取
り
組
み
、
合
理

化
・
迅
速
化
を
進
め
、
市
民
サ
ー
ビ
ス

の
質
を
向
上
し
ま
す
。

予
算
の
規
模

　

一
般
会
計
予
算
は
、
平
成
30

年
度
と
比
べ
て
３・
１
％
減
の

２
８
３
億
８
７
０
０
万
円
で
す
。

●
歳
入

　

貴
重
な
自
主
財
源
で
あ
る
市
税
は
、

前
年
度
と
同
額
程
度
の
増
収
を
見
込

み
ま
し
た
が
、
少
子
高
齢
化
に
伴
う

生
産
年
齢
人
口
の
減
少
が
推
測
さ
れ
る

こ
と
か
ら
、
永
続
的
な
税
収
の
増
加
は

見
込
め
な
い
状
況
で
す
。
国
・
県
な
ど

の
特
定
財
源
お
よ
び
地
方
交
付
税
な
ど

を
加
え
て
も
不
足
す
る
歳
出
に
見
合
う

財
源
に
つ
い
て
は
、
将
来
の
健
全
な
財

政
運
営
を
検
証
し
、
地
方
交
付
税
の

振
り
替
え
で
あ
る
臨
時
財
政
対
策
債

６
億
９
５
０
０
万
円
の
発
行
と
、
財
政

調
整
基
金
を
25
億
９
５
０
万
円
取
り
崩

す
こ
と
に
し
ま
し
た
。

●
歳
出

　
主
な
事
業
と
し
て
は
、
産
地
パ
ワ
ー

ア
ッ
プ
事
業
（
約
４
億
２
３
０
０
万

円
）、
鴨
川
公
園
板
井
線
道
路
改

良
事
業
（
約
３
億
１
７
０
０
万

保
健
・
医
療
・
福
祉
・
教
育
な
ど
多
く

の
部
署
に
わ
た
っ
て
い
る
子
育
て
の
相

談
窓
口
を
一
元
化
し
た
「
子
育
て
世
代

包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
」
を
設
置
し
ま
す
。

　
「
健
康
づ
く
り
都
市
宣
言
」の
下
、「
健

康
ポ
イ
ン
ト
事
業
」
を
実
施
し
、
健
康

づ
く
り
活
動
の
き
っ
か
け
づ
く
り
や
健

康
診
断
の
受
診
率
向
上
を
図
り
ま
す
。

④�

自
然
の
恵
み
を
守
る
安
全
な
ま
ち
づ

く
り
（
自
然
環
境
と
安
全
）

　
地
下
水
保
全
に
つ
い
て
、
引
き
続
き

熊
本
大
学
と
共
同
し
て
地
下
水
の
水
質

調
査
お
よ
び
監
視
を
行
い
ま
す
。

　
令
和
3
年
４
月
に
予
定
さ
れ
て
い
る

菊
池
環
境
保
全
組
合
新
環
境
工
場
の
供

用
開
始
に
伴
い
、
新
し
い
分
別
方
法
に

慣
れ
て
い
た
だ
く
た
め
、
出
前
講
座
を

開
設
す
る
と
と
も
に
、
ご
み
分
別
冊
子

の
配
布
や
広
報
紙
な
ど
に
よ
る
周
知
お

よ
び
理
解
促
進
を
図
り
ま
す
。

⑤�

快
適
で
便
利
に
暮
ら
せ
る
基
盤
づ
く

り
（
都
市
基
盤
と
生
活
基
盤
）

　
あ
い
の
り
タ
ク
シ
ー
の
増
便
や
、
観

光
あ
い
の
り
タ
ク
シ
ー
の
運
行
日
の
見

直
し
を
行
い
、
よ
り
良
い
公
共
交
通

サ
ー
ビ
ス
の
提
供
に
努
め
ま
す
。

　
市
民
の
憩
い
の
場
と
な
っ
て
い
る
鴨

川
公
園
に
つ
い
て
は
、
運
動
公
園
や
菰

入
新
橋
の
架
け
替
え
な
ど
周
辺
施
設
と

一
体
的
に
整
備
し
ま
す
。
ま
た
、
森
ま

ち
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
事
業
に
よ
り
、
市
街

地
に
癒
や
し
の
空
間
を
創
出
し
ま
す
。

⑥�

開
か
れ
た
市
政
と
行
財
政
の
効
率
化

（
政
策
推
進
）

　
支
所
庁
舎
の
有
効
活
用
に
向
け
て
方

円
）、
北
岸
線
道
路
改
良
事
業
（
約

１
億
４
０
０
０
万
円
）、
企
業
誘
致

等
推
進
事
業
（
約
２
億
６
９
０
０
万

円
）、
泗
水
支
所
整
備
事
業
（
約

３
億
６
５
０
０
万
円
）、
旭
志
支
所

整
備
事
業
（
約
２
億
８
７
０
０
万

円
）、
多
目
的
研
修
セ
ン
タ
ー
整
備
事

業
（
約
２
億
５
５
０
０
万
円
）、
七

城
総
合
グ
ラ
ウ
ン
ド
整
備
事
業

（
１
億
４
９
０
０
万
円
）
な
ど
が
あ
り

ま
す
。

　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
分
か
り
や
す
い

「
市
民
向
け
予
算
説
明
書
」
を
掲
載
し

て
い
ま
す
の
で
ご
覧
く
だ
さ
い
。
予
算

書
は
財
政
課
で
閲
覧
で
き
ま
す
。

扶助費22.3%
63億1,742万円

民生費34.4%
97億5,850万円

市税19.2%
54億4,772万円

その他16.8%
47億4,479万円

国庫支出金 12.4%
35億2,321万円

県支出金 9.9%
28億2,229万円

地方債 10.7%
30億3,650万円

地方交付税 26.4%
75億円

地方譲与税など 4.6%
13億1,249万円

総務費 11.4%
32億2,427万円

教育費 8.5%
24億373万円

公債費 12.8%
36億1,948万円

土木費 9.1%
25億7,033万円

農林水産業費 9.6%
27億2,929万円

衛生費 7.6%
21億6,294万円

義務的
経費
50.1%

その他の
経費
37%

自主財源
36%

依存財源
64% 投資的

経費
12.9%

人件費 15.0%
42億7,274万

公債費 12.7%
36億1,948万円普通建設事業費など

12.7%
36億668万円

補助費など 14.4%
40億8,638万円

物件費 12.9%
36億7,734万円

繰出金 8.6%
24億4,075万円

維持補修費 0.5%
1億2,993万円 その他0.5%

1億3,010万円
積立金 0.4%
1億618万円消防費 2.9%

8億3,249万円

商工費 2.3%
6億5,769万円

議会費 0.7%
2億473万円

その他 0.7%
2億2,355万円
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満
開
の
桜
の
中
、

約
２
０
０
０
人
が
快
走

　
第
64
回
熊
日
菊
池
桜
マ
ラ
ソ
ン
が
３

月
31
日
、
菊
池
市
ふ
る
さ
と
創
生
市
民

広
場
を
メ
ー
ン
会
場
に
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
前
日
の
30
日
に
は
２
０
１
９
く
ま

フ
ァ
ン
ラ
ン
も
行
わ
れ
、
２
日
間
で
約

２
０
０
０
人
の
ラ
ン
ナ
ー
が
春
の
菊
池

を
駆
け
抜
け
ま
し
た
。

　
熊
日
菊
池
桜
マ
ラ
ソ
ン
大
会
は
ハ
ー

フ
・
10
㌔
・
５
㌔
・
３
㌔
の
４
コ
ー

ス
、
18
部
門
で
実
施
。
前
日
開
催
の
く

ま
フ
ァ
ン
ラ
ン
は
４
㌔
で
タ
イ
ム
計
測

が
無
く
、
楽
し
ん
で
走
る
こ
と
が
目
的

の
イ
ベ
ン
ト
で
す
。
菊
池
神
社
参
道
の

第
一
鳥
居
前
を
ス
タ
ー
ト
し
、
そ
れ
ぞ

れ
の
ゴ
ー
ル
を
目
指
し
ま
し
た
。

　
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
の
成
果
を
出
そ
う
と

タ
イ
ム
を
狙
っ
て
走
る
選
手
だ
け
で
な

く
、
ラ
ン
ニ
ン
グ
を
ゆ
っ
く
り
楽
し
む

親
子
や
海
外
か
ら
の
参
加
者
も
多
く
見

ら
れ
、
本
市
の
友
好
都
市
で
あ
る
韓
国

の
清チ

ョ
ン

州ジ
ュ

市
か
ら
の
参
加
者
や
、
手
作
り

の
衣
装
で
仮
装
し
て
走
る
人
も
。
沿
道

に
並
ぶ
観
客
は
拍
手
や
声
援
で
後
押
し

し
、
ラ
ン
ナ
ー
は
笑
顔
で
手
を
振
っ
た

り
写
真
を
撮
っ
た
り
し
な
が
ら
菊
池
の

自
然
や
街
並
を
走
り
抜
け
ま
し
た
。

　

市
民
広
場
の
特
設
ス
テ
ー
ジ
に
は
、

30
日
の
開
会
式
に
く
ま
モ
ン
や
こ
ろ
う

君
が
登
場
。
ま
た
、
地
元
の
飲
食
店
も

多
く
出
店
し
、
菊
池
の
特
産
品
や
料
理

で
来
場
者
を
も
て
な
し
ま
し
た
。

コース 部　門 氏　名 記　録

ハーフ

一般男子39歳以下 佐
さ

藤
とう

大
やま

和
と

１時間10分22秒

一般男子40歳以上 村
むら

上
かみ

尚
ひさ

志
ゆき

1時間1７分１４秒

一般女子 加
か

藤
とう

みちる 1時間23分４３秒

10km

一般男子39歳以下 村
むら

上
かみ

将
しょう

真
ま

34分２0秒

一般男子40歳以上 山
やま

本
もと

幸
ゆき

延
のぶ

35分００秒

一般女子 池
いけ

邉
べ

しの 4５分３１秒

５km

一般男子39歳以下 片
かた

瀬
せ

　誠
まこと

1４分５７秒

一般男子40歳以上 田
た

中
なか

正
まさ

章
あき

1５分３８秒

一般女子39歳以下 山
やま

本
もと

夕
ゆう

海
み

２１分４１秒

一般女子40歳以上 本
もと

村
むら

鯉
り

恵
え

１９分３８秒

中学生男子 川
かわ

上
かみ

颯
そう

真
ま

１４分５８秒

中学生女子 冨
とみ

岡
おか

志
し

帆
ほ

1７分４２秒

３㎞

一般男子60歳以上 有
あり

江
え

勝
かつ

成
なり

１１分１９秒

一般女子60歳以上 浜
はま

崎
さき

由
よし

子
こ

13分21秒

小学生男子（1年生～3年生） 高
たか

橋
はし

凜
りん

太
た

朗
ろう

10分14秒

小学生男子（4年生～6年生） 井
い

形
がた

麗
れい

矢
や

９分２１秒

小学生女子（1年生～3年生） 山
やま

本
もと

千
ち

祥
さき

１０分２５秒

小学生女子（4年生～6年生） 槌
つち

田
だ

美
み

空
く

１０分２秒

各部門の優勝者（敬称略）

1_ 懸命に走る選手たち 2_ ス
テージでは太鼓や居合の演舞な
どが行われた 3_勢いよくスター
トした選手たち 4_くまファンラ
ンは菊池神社参道からスタート 
5_大人気のくまモンやころう君
と一緒に集合写真

2

2019くまファンラン３月30日 菊池の魅力を体感

３月31日 豊かな自然と食を満喫

第64回熊日菊池　   マラソン大会

4
5

1

2010熊本県くまモン

1_新しくできた遊具で遊ぶ園児
たち 2_ 式典でくす玉を割る関
係者と園児の皆さん 3_騎馬像
前ではころう君も一緒にお菓子
投げ 4_ 広くなった足湯では連
日多くの人でにぎわっています

菊
池
の
ま
ち
を
幻
想
的
に
彩
る

　
菊
池
神
社
や
神
社
参
道
、
御
所
通
り

な
ど
で
開
催
し
ま
し
た
。
ま
だ
明
る
い

時
間
帯
か
ら
、
竹
灯
籠
に
火
を
灯
す
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
「
と
も
し
び
と
」
が
一
つ

一
つ
丁
寧
に
点
灯
。
夜
が
更
け
る
に
つ

れ
、
メ
ロ
ン
や
ホ
タ
ル
な
ど
、
趣
向
に

富
ん
だ
灯
籠
が
菊
池
の
ま
ち
を
幻
想
的

に
彩
り
ま
し
た
。
中
に
は
メ
ッ
セ
ー
ジ

や
イ
ラ
ス
ト
を
描
い
た
灯
籠
も
。
今
年

は
開
催
を
３
月
に
変
更
。
ラ
イ
ト
ア
ッ

プ
さ
れ
た
夜
桜
が
景
色
に
華
を
添
え
ま

し
た
。
訪
れ
た
観
光
客
は
美
し
い
桜
並

木
を
眺
め
な
が
ら
、
思
い
思
い
の
場
所

で
景
色
を
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

に
ぎ
わ
い
を
生
み
出
す
施
設
へ

　
菊
池
市
ふ
る
さ
と
創
生
市
民
広
場
内

の
大
屋
根
広
場
で
、
完
成
記
念
式
典
と

桜
の
植
樹
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
江え

頭が
し
ら

実み
の
る

市
長
は
「
市
民
広
場
は
交
流
の
場
、

ま
ち
な
か
を
回
遊
す
る
た
め
の
重
要
な

施
設
。
こ
れ
か
ら
に
ぎ
わ
い
を
生
み
出

し
て
い
く
施
設
へ
皆
さ
ん
に
育
て
て
も

ら
い
た
い
」
と
挨
拶
。
感
謝
状
の
贈
呈

や
く
す
玉
割
り
も
行
わ
れ
、
完
成
を
祝

い
ま
し
た
。
桜
の
植
樹
に
は
菊
池
幼
稚

園
の
園
児
や
鞠
智
城
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

こ
ろ
う
君
も
参
加
。
今
後
も
さ
ま
ざ
ま

な
イ
ベ
ン
ト
で
広
場
が
活
用
さ
れ
る
こ

と
を
期
待
し
ま
す
。

菊池市ふるさと創生市民広場
３月23・24・30・31日

1

2

3

43

3月23日
きくちの竹あかり
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農地の売買や転用、そのほか農地に関することは、お気軽にご相談ください。

問い合わせ先
農業委員会 ☎0968（25）7235
七城支所　 ☎0968（25）1080
旭志支所　 ☎0968（25）3334
泗水支所　 ☎0968（25）2155

転用許可の権限の一部が移譲されました 申請受付締切日、農業委員会総会の日程

農業者年金で生涯所得の確保を

問い合わせ先
生涯学習課
社会教育係

☎ 0968（25）7232

㉑

菊池川 日本遺産 検索

降
雨
を
祈
る
ま
つ
り
②

　
以
前
は
７
月
26
日
の
祭
礼
時
に

雨
乞
い
が
行
わ
れ
て
い
ま
し
た
。

後
継
者
が
お
ら
ず
一
時
中
断
さ
れ

た
も
の
の
、
近
年
復
活
し
、
現
在

は
地
区
の
お
祝
い
事
や
い
ろ
い
ろ

な
行
事
の
際
に
、
民
俗
芸
能
と
し

て
披
露
さ
れ
て
い
ま
す
。

（
担
当
：
玉
名
市
文
化
課
、
和
水

町
社
会
教
育
課
）

か
た
ち
に
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
て

い
ま
す
。
踊
り
の
動
作
に
は
「
こ

ぶ
し
で
天
を
突
く
こ
と
で
龍
神
を

怒
ら
せ
て
雨
を
降
ら
せ
る
」「
腰

を
落
と
し
て
足
で
地
を
踏
み
固
め
、

豊
作
を
祈
る
」と
い
う
意
味
が
こ

め
ら
れ
て
い
る
と
の
こ
と
で
す
。

　
戦
前
は
雨
乞
い
の
と
き
の
み
不

定
期
で
行
わ
れ
て
い
ま
し
た
。
し

か
し
、
用
水
設
備
の
普
及
に
よ
り
、

水
不
足
に
悩
ま
さ
れ
る
こ
と
が
な

く
な
っ
た
現
在
は
、
大
野
下
八
幡

宮
の
祭
礼
「
総
ご
も
り
」に
組
み

入
れ
ら
れ
、
毎
年
奉
納
さ
れ
て
い

ま
す
。

米め

渡ど

尾お

ひ
ゅ
う
た
ん
ま
わ
し

　
和
水
町
中
央
部
に
位
置
す
る
米

渡
尾
地
区
に
、
杉
の
木
を
ご
神
体

と
し
た
「
明
神
さ
ん
」と
い
う
社や

し
ろ

が
あ
り
、
そ
こ
で
行
わ
れ
て
い
た

雨
乞
い
神
事
で
す
。
祭
り
で
は
笛

や
太
鼓
を
打
ち
鳴
ら
し
、
腰
の
前

に
付
け
た
ひ
ょ
う
た
ん
を
回
し
な

が
ら
踊
っ
て
、
降
雨
を
祈
り
ま
す
。

大お
お

野の

下し
も

雨あ
ま

乞ご

い
奴や

っ
こ

踊
り

　
こ
の
雨
乞
い
奴
踊
り
は
、
玉
名

市
岱
明
町
大
野
下
の
八は

ち

龍り
ゅ
う

王お
う

神
社

と
大
野
下
八
幡
宮
で
、
毎
年
７
月

の
最
終
日
曜
日
に
奉
納
さ
れ
る
踊

り
で
す
。
踊
り
手
は
白し

ろ

法は
っ

被ぴ

姿
に

陣じ
ん

笠が
さ

を
か
ぶ
っ
た
江
戸
時
代
の
参さ

ん

勤き
ん

交こ
う

代た
い

時
の
奴や

っ
こ

の
い
で
た
ち
を
し

て
お
り
、
手
に
は
御ご

幣へ
い

と
「
雨
降

ろ
う
」と
い
う
言
葉
を
か
け
た「
フ

ロ
ウ
豆
」を
付
け
た
竹
を
持
っ
て

い
ま
す
。

　
加か

藤と
う

清き
よ

正ま
さ

の
頃
（
江
戸
時
代
初

期
）、
干
拓
工
事
に
よ
っ
て
こ
の

付
近
に
は
新
た
に
水
田
が
で
き
ま

し
た
。
し
か
し
、
井
手
な
ど
の
用

水
設
備
が
な
か
っ
た
た
め
、
干か

ん

ば

つ
に
見
舞
わ
れ
る
と
数
日
間
神
社

に
泊
り
込
ん
で
、
雨
乞
い
の
祈き

祷と
う

を
し
て
い
た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

こ
れ
に
太
鼓
や
鉦か

ね

、
踊
り
が
加
わ

り
、
江
戸
時
代
に
現
在
の
よ
う
な

■
髙
瀬
裏
川
花
し
ょ
う
ぶ
ま
つ
り

　

米
作
り
の
恩
恵
を
受
け
発
展
し

た
玉
名
市
高
瀬
地
区
で
行
わ
れ
る
、

初
夏
を
告
げ
る
お
祭
り
で
す
。
高

瀬
裏
川
沿
い
を
メ
イ
ン
会
場
に
、花

し
ょ
う
ぶ
コ
ン
サ
ー
ト
な
ど
の
イ

ベ
ン
ト
を
開
催
。期
間
中
は
日
没
か

ら
午
後
10
時
ま
で
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ

を
実
施
し
ま
す
。詳
し
く
は
玉
名
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

期　
間

　
５
月
24
日
㈮
〜
６
月
８
日
㈯

会　
場

　
玉
名
市
高
瀬
裏
川
水
際
緑
地
ほ
か

駐
車
場

　
高
瀬
大
橋
下
菊
池
川
河
川
敷
駐
車
場

問（
一
社
）玉
名
観
光
協
会

　
☎
０
９
６
８（
72
）５
３
１
３

イ
ベ
ン
ト
情
報

八
はち

龍
りゅう

王
おう

神社での大
おお

野
の

下
しも

雨
あま

乞
ご

い奴
やっこ

踊り奉納踊り手は参
さん

勤
きん

交
こう

代
たい

時の奴
やっこ

のいでたち

地元の祭りで披露される米
め

渡
ど

尾
お

ひゅうたんまわし

昨年の髙瀬裏川花しょうぶまつり

　農地転用については、これまでは熊本県知事が許可を行っ
ていましたが、４月１日から「転用面積が４㌶以下」の許可申
請に限り、市農業委員会が事務を行います。　
■農地転用とは
　農地を農地以外の用途（住宅や植林など）に転換すること
をいいます。農地転用を行う際は、農地法に基づく許可を受
ける必要があります。
■市農業委員会に�移譲される事務内容
▶農地転用許可事務（農地法第4条、第5条）※４㌶を超える
農地または２以上の市町村の区域にわたる農地は熊本県知
事の許可が必要です。▶立入調査事務（農地法第49条第１
項、第３項、第５項）▶熊本県農業会議からの報告聴取（農地
法第50条）▶違反転用に関する事務（農地法第51条）
■書類の提出部数の変更
　「４㌶以下の農地転用許可申請書」は１部、「４㌶を超える農
地」は４部（正１部、副３部）、「２以上の市町村の区域にわたる
農地」は３部（正１部、副２部）を提出してください。

　農地の売買や賃貸借、農地転用の申請を予定されている
人は、農業委員会総会に諮る必要がありますので、忘れずに
申請してください。締切日、総会日が前後する場合あり。
申請受付締切日　原則、毎月25日　5月締切は24日㈮。
農業委員会総会　原則、毎月10日　

　農業者年金は、農家のための年金制度です。
①�国民年金第1号被保険者（国民年金保険料納付免除者は

除く）。
②�年間60日以上農業に従事
③�60歳未満の人ならどなたでも加入できます。
　また、農業者年金は積立方式・確定拠出型の終身年金で
す。保険料は全額社会保険料控除の税制優遇措置もありま
す。詳しい内容やご相談は、ＪＡ菊池または農業委員会事務
局までお問い合わせください。

　平成31年3月の市議会定例会において、菊池市立泗水幼稚
園の民営化が決定しました。令和２年4月から、移譲先法人であ
る学校法人北部学園（清

きよ

田
た

史
ふみ

和
かず

理事長）が運営を行います。
問い合わせ先　学校教育課 ☎ 0968（25）7231

市長表敬訪問

～民営化の経緯～
　平成18年から検討が重ねられていた公立幼稚園の
民営化について、市教育委員会では平成25年に公立
幼稚園の民営化方針を策定。その方針に基づき、平
成26年度末に旭志幼稚園を閉園、泗水幼稚園に統合
しました。その後、附属機関となる菊池市立泗水幼稚
園移譲先事業者選定委員会を設置し、公募により移譲
先を選定。結果報告を受け、市教育委員会は移譲先
を学校法人北部学園に決定しました。北部学園は、熊
本市北区にある北部幼稚園を40年間にわたり経営し
ている実績もあり、安定した園運営が期待されます。

「泗水幼稚園は70年以上の歴史があり、多くの卒園児
がいます。園の伝統を引き継ぎ、保護者や市の皆さん
に寄り添いながら、充実した保育教育実践を行う園に
したいと考えています。」と語る清田理事長

江
え

頭
がしら

実
みのる

市長㊧と清田理事長㊨
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出
張
相
談
の
ご
案
内

　

熊
本
西
年
金
事
務
所
で
は
、
出
張
に

よ
る
年
金
相
談
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

左
記
の
市
区
役
所
、
町
役
場
の
年
金
係

ま
で
ご
予
約
を
お
願
い
し
ま
す
。

開
催
場
所

❶
菊
池
市
役
所（
菊
池
市
隈
府
８
８
８
）

☎
０
９
６
８（
25
）７
２
１
８

毎
月
第
2
・
4
火
曜
日　

午
前
10
時
～

午
後
３
時
30
分

❷
熊
本
市
北
区
役
所

（
熊
本
市
北
区
植
木
町
２
３
８
‐
１)

☎
０
９
６（
２
７
２
）１
１
１
１

毎
月
第
4
木
曜
日　

午
前
10
時
～
午
後

３
時

❸
山
鹿
市
役
所（
山
鹿
市
山
鹿
９
７
８
）

☎
０
９
６
８（
43
）１
５
７
６

毎
週
水
曜
日　

午
前
10
時
～
午
後
３
時

❹
大
津
町
役
場

（
菊
池
郡
大
津
町
大
字
大
津
１
２
３
３
）

☎
０
９
６（
２
９
３
）３
１
１
２

毎
月
第
3
金
曜
日　

午
前
10
時
～
午
後

３
時

※�

出
張
相
談
の
日
程
は
変
更
に
な
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先　

熊
本
西
年
金
事
務
所
お
客
様
相
談
室

☎
０
９
６（
３
５
３
）０
１
４
２

　

自
動
音
声
案
内
「
1
を
押
し
て
2
」

年
金
受
給
者
が
所
在
不
明
に
な
っ

た
と
き
は
届
け
出
が
必
要
で
す

　

年
金
受
給
者
が
1
カ
月
以
上
所
在
不

明
の
と
き
は
、
同
じ
世
帯
の
人
が
所
在

不
明
の
届
出
を
速
や
か
に
行
う
必
要
が

眠
れ
な
い
と
き
は
、

床
か
ら
離
れ
ま
し
ょ
う

　

床
に
就
く
と
さ
ま
ざ
ま
な
考
え
が
巡

り
、
不
安
や
緊
張
が
強
ま
り
目
が
さ
え

て
眠
れ
な
く
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

10
分
以
上
（
高
齢
者
は
20
分
以
上
）
床

か
ら
離
れ
、
自
分
な
り
の
リ
ラ
ッ
ク
ス

法
を
実
践
し
眠
気
を
感
じ
て
か
ら
床
に

入
る
よ
う
に
す
る
と
い
い
で
し
ょ
う
。

カ
フ
ェ
イ
ン
は
避
け
ま
し
ょ
う

　

カ
フ
ェ
イ
ン
は
覚
醒
作
用
を
持
つ
代

表
的
な
物
質
で
、
コ
ー
ヒ
ー
、
紅
茶
、

緑
茶
、コ
ー
ラ
、健
康
ド
リ
ン
ク
、チ
ョ

コ
レ
ー
ト
、
コ
コ
ア
な
ど
に
含
ま
れ
ま

す
。
覚
醒
作
用
は
飲
食
後
30
分
く
ら
い

か
ら
4
～
5
時
間
続
き
ま
す
。
寝
つ
き

が
悪
い
場
合
は
、
就
寝
前
4
時
間
は
カ

フ
ェ
イ
ン
を
避
け
ま
し
ょ
う
。

入
浴
温
度
に
注
意
し
ま
し
ょ
う

　

39
～
40
℃
程
度
の
ぬ
る
ま
湯
で
あ
れ

ば
、
短
時
間
の
入
浴
は
寝
つ
き
を
よ
く

し
ま
す
。
し
か
し
、
就
寝
直
前
に
42
℃

以
上
の
熱
い
風
呂
に
入
る
と
、
覚
醒
作

用
が
働
き
寝
つ
き
が
悪
く
な
り
ま
す
。

軽
い
運
動
を
し
ま
し
ょ
う

　

眠
る
2
時
間
ほ
ど
前
に
散
歩
し
た
り
、

体
操
し
た
り
す
る
と
寝
つ
き
が
良
く
な

り
ま
す
。
軽
い
運
動
を
す
る
と
体
の
代

謝
が
上
が
り
、
そ
の
あ
と
体
温
が
下
が

る
た
め
、
眠
る
の
に
適
し
た
状
態
に
な

り
ま
す
。
激
し
い
運
動
は
逆
に
脳
を
興

奮
さ
せ
る
の
で
避
け
ま
し
ょ
う
。

あ
り
ま
す
。
提
出
先
は
お
近
く
の
年
金

事
務
所
で
す
。

　

届
け
出
た
後
に
、
受
給
者
本
人
の
健

在
を
確
認
し
、
所
在
が
不
明
な
場
合
は
、

年
金
の
支
払
い
が
一
時
止
ま
り
ま
す
。

年
金
の
支
払
い
が
止
ま
っ
て
い
る
人
の

所
在
が
明
ら
か
に
な
っ
た
と
き
は
、
年

金
の
受
け
取
り
を
再
開
す
る
た
め
の
手

続
き
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

▼
ね
ん
き
ん
ダ
イ
ヤ
ル（
ナ
ビ
ダ
イ
ヤ
ル
）

　

☎
０
５
７
０（
05
）１
１
６
５

▼�

０
５
０
で
始
ま
る
電
話
で
か
け
る
場
合

　

☎
03（
６
７
０
０
）１
１
６
５

▼
熊
本
西
年
金
事
務
所
お
客
様
相
談
室

　

☎
０
９
６（
３
５
３
）０
１
４
２

　

自
動
音
声
案
内
「
1
を
押
し
て
2
」

国
民
年
金
保
険
料
の
「
学
生
納
付

特
例
制
度
」
が
あ
り
ま
す

　

学
生
納
付
特
例
制
度
は
、
学
生
が
申

請
に
よ
り
保
険
料
の
納
付
が
猶
予
さ
れ

る
制
度
で
す
。
制
度
を
利
用
す
る
こ
と

で
、
将
来
の
年
金
受
給
権
の
確
保
だ
け

で
な
く
、
万
一
の
事
故
な
ど
に
よ
り
障

害
を
負
っ
た
と
き
の
障
害
基
礎
年
金
の

受
給
資
格
を
確
保
で
き
ま
す
。

対
象
者

　

大
学
（
大
学
院
）、
短
大
、
高
等
学
校
、

高
等
専
門
学
校
、
専
修
学
校
に
在
学
す

る
学
生
な
ど
で
、
学
生
納
付
特
例
を
受

け
よ
う
と
す
る
年
度
の
前
年
の
所
得
が

基
準
以
下
の
人
ま
た
は
失
業
な
ど
の
理

由
が
あ
る
人
で
す
。
詳
し
く
は
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

３月６日・13日の歯科健診で、むし歯がなかった
お子さんを紹介します。（敬称略）※行政区は健診日時点

城
じょう

　陽
ひ

向
なた

（ 西正観寺）
赤
あ か

星
ほ し

美
み

羽
う

（ 立石）
吉
よし

田
だ

藍
あい

莉
り

（ 片角）
井

い

手
で

陽
ひ

葵
なた

（ 立石）
後

ご

藤
とう

大
たい

熙
き

（ 東原）
梅
うめ

田
だ

和
あい

奈
な

（ 野間口）
茶
ちゃ

床
とこ

瑠
る

花
か

（ 上赤星）
茶
ちゃ

床
とこ

玲
れ

杏
ん

（ 上赤星）
岡
おか

本
もと

篤
あつ

人
と

（ 木柑子）
福
ふく

島
しま

零
れい

士
じ

（ 高野瀬）
髙
たか

木
き

壽
しゅう

乃
だい

（ 片角）
山
やま

下
した

道
た

生
お

（ 北宮）
松
まつ

元
もと

優
ゆ

衣
い

（ 東原）

島
しま

袋
ぶくろ

陽
ひ

菜
な

（ 立町）
塚
つか

﨑
ざき

大
ひろ

翔
と

（ 上町）
外

と

林
ばやし

佑
ゆう

大
だい

（ 妻越）
尾

び

藤
とう

煌
こ

哲
てつ

（ 津留）
倉
くら

原
はら

小
こ

夏
なつ

（ 新明団地）
柏
かしわ

原
ば ら

一
い っ

真
し ん

（ 福本一）
松
まつ

岡
おか

　幸
ゆき

（ 富の原一）
中
なか

島
しま

進
しん

之
の

介
すけ

（ 桜山二）
楳
うめ

田
だ

樹
いつ

葵
き

（ 薬師）
田

た

中
なか

巴
とも

音
ね

（ 田島団地）
永
なが

松
まつ

颯
そう

真
ま

（ 永出分）
髙
たか

野
の

稀
き

洋
ひろ

（ 桜山五）
中
なか

川
がわ

　潤
るい

（ 富の原一）

むし歯を予防するためには
❶むし歯菌を減らすための毎日の仕上げ磨き
❷甘いものを減らしたおやつの工夫
❸歯の質を強くするための定期的なフッ化物塗布

3歳児健診時「むし歯なし」の子

問い合わせ先 健康推進課高齢者医療・年金係  ☎0968（25）72１８

心
や
体
の
健
康
と
密
接
に
関
係

　

高
齢
者
の
3
人
に
1
人
が
不
眠
で
悩

ん
で
い
る
と
い
う
報
告
も
あ
り
ま
す
。

不
眠
の
訴
え
に
は
「
な
か
な
か
寝
つ
け

な
い
」「
頻
繁
に
目
が
覚
め
る
」「
朝
早

く
目
が
覚
め
て
し
ま
い
、
眠
れ
な
く
な

る
」「
十
分
な
時
間
眠
っ
た
は
ず
な
の

に
熟
睡
し
た
感
じ
が
し
な
い
」
な
ど
が

あ
り
ま
す
。

よ
く
眠
る
た
め
に
は

　

寝
つ
き
を
良
く
す
る
に
は
起
床
時
間

が
重
要
で
す
。
自
然
に
寝
つ
く
こ
と
が

で
き
る
時
刻
は
日
中
の
活
動
量
や
季
節

で
も
変
化
し
ま
す
が
、
毎
朝
同
じ
時
刻

に
起
床
し
、
太
陽
の
光
を
浴
び
る
こ
と

が
快
適
な
入
眠
を
も
た
ら
し
ま
す
。

体
内
時
計
と
は

　

人
の
体
に
は
24
時
間
を
昼
と
夜
に
調

整
し
て
い
る
体
内
時
計
が
あ
り
ま
す
。

朝
、
太
陽
の
光
を
浴
び
る
こ
と
で
、
光

の
情
報
が
脳
の
中
に
あ
る
視
床
下
部

（
人
間
が
生
き
て
い
く
た
め
に
、
体
の

体
温
や
呼
吸
を
調
節
し
て
い
る
大
切
な

と
こ
ろ
）
に
あ
る
体
内
時
計
に
伝
わ
り
、

“
今
が
朝
だ
よ
”
と
時
刻
合
わ
せ
が
行

わ
れ
、
15
～
16
時
間
後
に
自
然
な
眠
気

が
き
ま
す
。
夜
寝
つ
く
こ
と
が
で
き
る

時
刻
は
そ
の
日
の
朝
に
決
ま
る
の
で
す
。

　

平
日
の
睡
眠
不
足
で
週
末
に
長
く
眠

る
場
合
は
、
い
っ
た
ん
起
き
て
朝
の
光

を
浴
び
て
、
体
内
時
計
の
時
刻
合
わ
せ

を
し
て
か
ら
、
改
め
て
床
に
入
り
、
睡

眠
不
足
を
解
消
す
る
と
良
い
で
し
ょ
う
。

問い合わせ先 健康推進課健康推進係 ☎0968（25）7219

現代社会は24時間社会といわれるように、子どもから大人まで生活が夜型化して就
寝時刻が遅くなり、睡眠で休養が十分にとれない人も増えています。今回は心や体の
健康のために、快眠のポイントをお伝えします。

国民年金は「老齢年金」「障害年金」「遺族年金」の３つの年金があり、“今”と“将来”
を支える大切な備えです。日本に住んでいる20歳以上60歳未満のすべての人が
加入する国民年金の情報をお伝えします。

エ
ア
コ
ン
に
よ
る

冷
や
し
す
ぎ
に
注
意

　

室
温
は
25
℃
前
後
、
湿
度
は
60
％
く

ら
い
が
心
地
よ
く
感
じ
る
と
い
わ
れ
て

い
ま
す
。
部
屋
に
熱
が
こ
も
っ
て
、
外

気
温
が
室
温
よ
り
下
が
っ
た
ら
、
窓
を

開
け
熱
を
逃
が
し
ま
す
。
エ
ア
コ
ン
に

よ
る
冷
や
し
す
ぎ
は
体
温
が
下
が
り
に

く
く
な
り
、
心
地
よ
い
眠
り
を
妨
げ
ま

す
。

睡
眠
時
間

　

大
切
な
の
は
何
時
間
眠
っ
た
か
で
は

な
く
、
日
中
、
元
気
に
過
ご
せ
る
か
で

す
。
睡
眠
時
間
が
5
時
間
以
下
に
な
る

と
睡
眠
不
足
を
感
じ
、
日
中
の
活
動
能

力
も
低
下
す
る
こ
と
が
分
か
っ
て
い
ま

す
。
20
～
30
分
の
昼
寝
は
そ
の
後
に

す
っ
き
り
と
過
ご
せ
ま
す
が
、
あ
ま
り

長
く
昼
寝
を
す
る
と
、
夜
の
寝
つ
き
が

悪
く
な
る
の
で
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

　

症
状
が
改
善
し
な
い
よ
う
で
あ
れ
ば
、

医
療
機
関
を
受
診
し
ま
し
ょ
う
。

　

慢
性
的
な
睡
眠
不
足
は
、
血
糖
値
や

血
圧
値
の
上
昇
を
招
い
て
、
日
中
の
作

業
能
力
を
低
下
さ
せ
ま
す
。
心
と
体
の

健
康
の
た
め
に
は
、
良
い
眠
り
が
不
可

欠
で
す
。
快
適
な
睡
眠
で
、
健
康
な
生

活
を
送
り
ま
し
ょ
う
。

特定健診、がん検診などの受診や健康、スポーツイベントや健康講座・教室への
参加、日ごろの健康づくりの取り組みなどでポイントを貯めると、素敵なプレゼ
ントが当たります。詳しくは６月に配布するチラシをご覧ください。

対　象 市在住で19歳以上の人（平成31年4月1日現在） 応募方法

応募券配布・提出場所

応募コース・賞品
①個人コース
　抽選で商品券や温泉券、健診オプション券などを贈呈します。
②学校および保育園幼稚園応援コース
　�応援したい小中学校・保育園・幼稚園名を記入して応募して

ください。応募数に応じて、各施設の PTAや保護者会へ、
活動費として商品券を送ります。

ポイントを貯める期間 ～令和２年３月31日㈫

応募期間 令和２年1月6日㈪～４月1日㈬

【郵送・問い合わせ先】 健康推進課健康推進係
〒861-1392 菊池市隈府888番地 　☎0968（25）7219

ポイントカード（応募券）をもらうステップ1

健康ポイントを貯める
❶健康診断・がん検診を受診する【必須】
❷スポーツイベントや健康講座・教室などに参加する
❸�個人の運動習慣目標に取り組む（例：週１回以上の運動を３

カ月以上続ける）

ステップ２

20ポイント貯めて応募する
提出場所にある応募ボックスへ投函するか、郵送してください。
ステップ３

※抽選会は令和２年４月を予定しています。

健康推進課、各支所市民生活課、生涯学習センター（キクロス）、
泗水公民館、七城公民館、泗水図書館
※ホームページからもダウンロードできます。
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入会希望など詳しくは、
それぞれの句会や歌会
にお尋ねください。

万句の里俳句会
せせらぎ俳句会
旭志文芸教室俳句の会

七城短歌会
「里」短歌会／渓流短歌会

菊池短歌会

井芹 ☎090（1342）2151
藤本 ☎0968（38）4087
中尾 ☎0968（37）2578

佐々 ☎0968（24）3761

木原 ☎090（5284）2418
古賀 ☎0968（25）1764

中央図書館
泗水図書館
七城図書館
旭志図書館

中央公民館
泗水公民館
七城公民館
旭志公民館

☎ 0968（25）1111
☎ 0968（25）1115
☎ 0968（25）1580
※改修に伴い休館中

☎ 0968（25）1672
☎ 0968（25）2028
☎ 0968（25）1580
☎ 0968（25）3332

月曜日
休 館 日

年末年始
休 館 日

5月19日㈰ 午前10時～10時45分
（開場：午前９時45分～）
中央図書館ステップところ 大友剛さん出  演

と  き

春し
ゅ
ん

雷ら
い

の
闇や

み

を
震ふ

る

は
す
二
つ
三
つ

一ひ

と
雨
に
ま
る
ま
る
太
り
た
る
春
子

菜
の
花
や
広
が
り
の
び
る
畔あ

ぜ

の
道

湧
水
の
重
な
り
合
ふ
て
春
の
川

朝
毎
に
鶯

う
ぐ
い
すの
声
滑な

め

ら
か
に

万
句
の
里
俳
句
会
　
３
月
句
会

講
座
後
は
お
茶
会
友
の
本
前
の
お
手
前
戴
く
香
と
味
し
み
る

北
山
の
け
ぶ
る
麓
に
夕
陽
差
し
四
半
円
な
る
虹
の
あ
ざ
や
ぐ

鵯
が
庭
木
に
住
き
来
し
啼
き
騒
ぐ
お
だ
し
き
朝
の
時
を
ば
破
り

日
当
た
り
に
今
朝
も
出
し
ゐ
る
君
子
蘭
余
所
に
劣
ら
ぬ
花
を
見
た
く
て

サ
イ
レ
ン
に
合
わ
せ
て
黙
祷
妻
と
我
東
日
本
震
災
八
年
経
し
今
日

高
木　
　
精

佐
　々
重
弘

嶋
田　
晴
美

緒
方　
寛
子

緒
方　
正
俊

七
城
短
歌
会  

３
月
詠
草

狭さ

庭に
わ

辺べ

に
ヒ
マ
ワ
リ
の
種
飛
来
し
て
希
望
湧
き
く
る
改
元
の
春

裏
山
で
鶯

う
ぐ
い
す

朝
練
特
訓
中
ホ
ー
ホ
ー
ホ
ケ
ホ
ケ
ホ
ー
ホ
ケ
キ
ョ
ー

寒
越
え
し
太
き
髙
菜
を
採
り
ゆ
け
ば
漬
け
物
小
屋
の
母
が
顕
ち
く
る

空
間
に
友
の
祈
り
の
響
き
来
て
夫
と
吾
と
は
頭
垂
れ
聴
く

黄
に
染
ま
る
循
環
バ
ス
の
窓
の
外と

は
わ
れ
に
や
さ
し
き
春
の
溢
る
る

梶
原
美
智
代

松
本　
和
子

岩
本
サ
ヨ
子

江
頭　
桂
子

山
城　
雅
子

「
里
」短
歌
会  

３
月
詠
草

仰
ぎ
見
る
天
守
閣
の
白
き
屋
根
曇
天
の
空
に
聳
え
て
高
し

八
十
路
越
え
山
道
険
し
挨
拶
を
し
た
人
誰
と
過
ぎ
し
日
手
繰
る

牧
水
も
白
秋
も
知
ら
ぬ
パ
ソ
コ
ン
に
よ
み
が
え
る
歌
叶
は
ぬ
恋
の

狭
庭
辺
に
紅
梅
枝
垂
れ
咲
き
み
だ
れ
侘
助
一
輪
ひ
っ
そ
り
と
咲
く

新
元
号
万
葉
集
よ
り
出
典
と
心
湧
き
く
る
五
月
一
日

岩
根　
博
恵

堤　
よ
し
み

中
川　
愛
子

田
中　
遙
子

山
田　
弘
子

渓
流
短
歌
会  

４
月
詠
草

菊
池
野
に
か
す
み
は
立
ち
て
日
輪
の
影
お
ぼ
ろ
な
り
母
の
逝
く
朝

宮
崎
の
大
会
ま
で
の
日
を
数
ゆ
激
し
き
咳
に
ベ
ッ
ド
揺
ら
し
つ
つ

死
亡
す
る
お
そ
れ
も
あ
り
し
チ
ア
ノ
ー
ゼ
授
乳
の
ミ
ル
ク
出
す
ぎ
し
事
件

花
桃
の
上ほ

枝づ
え

に
囀
る
う
ぐ
い
す
の
瑠
璃
色
の
声
に
里
は
華
や
ぐ

我
が
阿
修
羅
さ
へ
ま
ど
ろ
み
ゐ
む
春
を
ひ
と
つ
忘
れ
ず
辺
野
古
の
無
惨

安
藤　
則
子

川
口
す
み
子

古
賀　
勝
士

中
川　
愛
子

怒
留
湯
健
蓉

菊
池
短
歌
会  

４
月
詠
草

初
花
の
今
は
じ
け
む
と
膨
ら
み
し

晴
れ
や
か
に
コ
サ
ー
ジ
ュ
胸
に
卒
業
す

巣
立
つ
娘こ

に
せ
め
て
も
母
の
粉
白お

し

粉ろ
い

校
庭
に
飛
び
出
す
声
や
風
光
る

こ
の
春
に
期
待
し
た
拉
致
ま
た
無
念

五
丁　
義
昭

藤
本
ア
ツ
子

森　
　
正
子

坂
崎
ユ
キ
子

青
木
ユ
リ
子

せ
せ
ら
ぎ
俳
句
会  

３
月
例
会

リ
ハ
ビ
リ
に
地
蔵
参
り
や
霜
の
径

草
取
り
の
媼
に
四
温
あ
り
が
た
く

老
兵
の
語
る
昭
和
史
山
笑
う

梅
香
る
阿
蘇
の
す
そ
野
で
句
会
か
な

雲
垂
れ
て
岸
辺
静
か
に
浮
寝
鳥

芹
川
の
り
子

水
谷　
ミ
ネ

芹
川　
蓉
子

藤
本
け
い
子

中
尾
ヨ
シ
コ

旭
志
文
芸
教
室
俳
句
の
会  

３
月
詠
草 中

路　
郁
子

川
口　
二
子

守
井
理
恵
子

岩
木　
敬
治

加
藤　
妙
子

菊池市生涯学習センターホームページ　http://www.library-kikuchi.jp
菊池市生涯学習センターフェイスブック　https://www.facebook.com/KiCROSS.LL/

図 書 館

　図書館にある本を使って何かを“やってみるばい !”。４館それ
ぞれの図書館職員のチャレンジ結果を紹介します。

　年間を通して各地区で50歳以上の市民を対象とした４つの
「生きがい講座」を開講しています。年会費はいずれも1,000
円です。興味のある人はお気軽に見学にお越しください。申し
込みは随時受け付けています。

マジックと音楽と絵本のコンサート

各イベントの詳細はHPやフェイスブック
でもお知らせしています。

公 民 館

やってみるばい in 菊池 公民館主催「生きがい講座」受講生募集中 !

5月～令和２年2月 毎月第3㈭ ※8月・12月は除く
午前10時～正午
中央公民館

開講日

ところ

● 菊池さわやか大学　【初回開催日】5月16日㈭

　健康や歴史、高校生との交流など、
教養講座と館外研修を予定していま
す。人生100年時代を生き抜く知恵
を学びませんか。

5月～令和２年2月 毎月１回 ※１月は除く
午前10時～正午
七城公民館

開講日

ところ

● 七城楽しく学ぶ大学　【初回開催日】5月21日㈫

　一歩外に踏み出して、楽しく学びま
せんか。これからの時代を輝かせる
ためのヒントが盛りだくさん！ （マイ
クロバスの送迎あり）

5月～令和２年2月 毎月１回 ※8月・12月は除く
午前10時～正午
旭志老人憩いの家

開講日

ところ

● 旭志わくわく大学　【初回開催日】5月21日㈫

　「笑う門には福来たる」が合言葉 ! 
健康・教養・歴史などを学び、さらに
音楽に酔いしれる…かなり欲張りな
講座です。 （マイクロバスの送迎あり）

5月～令和２年2月 毎月第３㈬  ※8月・12月は除く
午前10時～正午
泗水ホール

開講日

ところ

● ふるさと生き活き大学　【初回開催日】5月15日㈬

　教養講座やバスで行く館外研修な
ど盛りだくさんのメニューを準備し
て皆さんの参加をお待ちしています。

（マイクロバスの送迎あり）

　話題の絵本『えがないえほん』の翻訳をされた大
お お

友
と も

剛
たけし

さんが
菊池に！ マジシャンでピアニストで翻訳家と多才な大友さんの
コンサートをお楽しみください。（入場無料・要事前申込）

　果たして本当に猫が喜ぶのか?と思った
私は、同僚の飼い猫・池田君(3歳・メス)に
協力を要請。満足してもらえたようです。

西
にし

イズミ／著　五
い が ら し

十嵐健
けん

太
た

／写真 （WAVE出版）

参考図書
猫がよろこぶ手作りグッズ

　簡単なのに完成度が高い作品ができて
感動！ 手軽に始められますよ。

川
かわ

守
もり

由
ゆ

利
り

子
こ

／著 （KADOKAWA）

誠文堂新光社／編 （誠文堂新光社）

参考図書
ほぼ100均プチプラ花コーデ

ハーバリウム お手入れ不要、長く飾って楽しめる花の雑貨

　和紙、切り絵、ステンドグラス、灯り。好
きなものばかりを集めました。幻想的な光
を見ていると、心が落ち着きます。

ゆまあひmaki／著 （誠文堂新光社）

参考図書
和のカラフル切り絵

　ハンドメイドでお馴染みのプラバンを使っ
たストラップとブローチ作りに挑戦。プラバ
ンの可能性を感じさせる作品となりました。

参考図書
ハンドメイド日和 今話題の手芸がいっぱ
い詰まった１冊! vol.3、vol.4　（ブティック社）
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｢

み
ん
な
ち
が
っ
て 
あ
た
り
ま
え｣

　
　
　

菊
之
池
小
２
年　
米よ

ね

原は
ら

優ゆ
う

大だ
い

み
ん
な
の
か
お
が

一
人
一
人
ち
が
う
よ
う
に

べ
ん
き
ょ
う
が
に
が
て
な
子

う
ん
ど
う
が
に
が
て
な
子
も
い
る

だ
け
ど　

そ
れ
を
わ
ら
っ
た
り

か
ら
か
う
人
が
い
る

み
ん
な
が
一
人
一
人
ち
が
う
の
は

あ
た
り
ま
え
の
こ
と
な
の
に
お
か
し

い
な
あ

そ
ん
な
こ
と
よ
り

み
ん
な
の
い
い
と
こ
ろ
や
す
ご
い
と

こ
ろ
を
見
つ
け
ら
れ
る
人
で

い
っ
ぱ
い
に
な
る
と
い
い
な

｢

勇
気｣

　
　
　

菊
之
池
小
６
年　
竹た

け

下し
た

妃ひ
め

華か

差
別
は
悪
口
か
ら
は
じ
ま
る
も
の

知
ら
な
い
う
ち
に
自
分
も
言
わ
れ
て

い
た

悪
口
は
コ
ソ
コ
ソ
話
の
よ
う
に
す
る

も
の
だ
か
ら

光
の
よ
う
な
速
さ
で
伝
わ
っ
て
き
た

私
は
思
っ
た

私
に

｢

私
の
悪
口
を
言
っ
て
る
よ

で
も
気
に
し
な
く
て
い
い
よ｣

と
教
え
て
く
れ
た
人

そ
の
人
も
私
の
悪
口
言
っ
て
る
じ
ゃ

な
い
か
っ
て

ど
う
し
て
そ
の
場
で
止
め
て
く
れ
な

か
っ
た
の
？

止
め
て
い
て
く
れ
た
ら

こ
ん
な
に
苦
し
い
毎
日
じ
ゃ
な
か
っ

た
の
に

も
し
心
の
片
す
み
に

｢

ほ
ん
と
は

こ
ん
な
こ
と
し
た
く
な
い

こ
ん
な
の
は
間
違
い
だ｣

と
思
っ
た
ら

勇
気
を
ふ
り
し
ぼ
っ
て
言
っ
て
み
て

｢

こ
ん
な
こ
と
し
た
っ
て
何
に
も
な
ら

な
い｣

｢

面
白
く
も
何
と
も
な
い｣

第
13
回
菊
池
市
人
権
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
特
選
作
品 【
詩
の
部
】

こ
の
一
言
で
ク
ラ
ス
の
ふ
ん
い
気
は

ガ
ラ
リ
と
変
わ
る
は
ず

こ
う
し
て
み
ん
な
が
勇
気
を
持
て
ば

差
別
の
な
い
明
る
い
ま
ち
に
な
っ
て

い
く

｢

生
き
る
た
め
の
道
の
り｣

　
　
　

菊
池
北
中
２
年　
水み

ず

口ぐ
ち

美み

那な

つ
ら
い
時
が
あ
っ
た
か
ら
こ
そ

幸
せ
を
感
じ
ら
れ
る

裏
切
ら
れ
て
傷
つ
い
た
か
ら
こ
そ

人
に
優
し
く
な
れ
る

あ
の
と
き

涙
を
流
し
た
か
ら
こ
そ

強
く
な
れ
た

自
信
が
な
く
て
不
安
だ
っ
た
か
ら
こ

そ頑
張
る
こ
と
が
で
き
た

人
生
に
無
駄
な
こ
と
は

ひ
と
つ
も
な
い

ど
ん
な
経
験
で
あ
っ
て
も

す
べ
て
が

こ
れ
か
ら
あ
な
た
が
生
き
る
た
め
の

糧
と
な
る

問
い
合
わ
せ
先　
人
権
啓
発
課

☎
０
９
６
８（
25
）７
２
０
９

164

　

韓
国
は
昔
か
ら
、
年
齢
に
よ
る
上

下
関
係
を
は
っ
き
り
さ
せ
る
。
し
か

し
最
近
の
韓
国
の
新
聞
報
道
に
よ
る

と
、
大
人
よ
り
若
者
の
方
が
そ
の
傾

向
が
強
い
そ
う
だ
。

　

韓
国
で
は
初
対
面
の
人
に
も
「
失

礼
で
す
が
」
と
言
っ
て
年
齢
を
聞

く
。
中
高
年
は
初
対
面
の
人
の
年
齢

を
聞
か
な
い
ま
ま
別
れ
る
と
ど
こ
か

落
ち
着
か
な
い
。
お
互
い
が
同
じ
年

齢
な
ら
た
め
口
で
話
す
。
2
歳
ぐ
ら

い
年
上
な
ら
お
兄
さ
ん
、
年
下
な
ら

弟
、
妹
の
よ
う
に
一
気
に
親
し
く
な

る
。
世
話
好
き
の
人
な
ら
他
人
に
も

「
こ
ち
ら
が
兄
、
あ
ち
ら
が
弟
」
と
あ

え
て
交
通
整
理
を
し
よ
う
と
す
る
。 

　

し
か
し
、
最
近
の
若
者
は
親
の
世

代
よ
り
年
齢
を
細
か
く
チ
ェ
ッ
ク
し

て
い
る
そ
う
だ
。
大
学
生
た
ち
は

入
学
年
度
よ
り
も
年
齢
を
優
先
さ
せ

る
。
同
じ
入
学
年
度
の
同
級
生
で
も
、

一
浪
し
た
人
に
は
丁
寧
に
お
姉
さ
ん
、

お
兄
さ
ん
の
呼
称
を
付
け
る
。
反
対

に
学
年
が
上
で
も
年
齢
が
同
じ
な
ら

友
達
の
よ
う
に
接
す
る
。
新
入
社
員

も
同
様
で
、
入
社
同
期
の
間
で
も
年

齢
に
よ
っ
て
序
列
が
付
け
ら
れ
る
。

　

こ
の
よ
う
な
考
え
方
は
儒
教
の
長

幼
有
序
の
文
化
、
つ
ま
り
大
人
と
子

ど
も
、
年
上
と
年
下
の
間
に
秩
序
を

維
持
し
て
こ
そ
健
全
な
社
会
を
作
れ

る
と
い
う
教
え
か
ら
か
も
し
れ
な
い
。

ま
た
近
代
的
な
学
制
の
導
入
に
よ
り
、

先
輩
や
後
輩
、
同
級
生
と
い
う
立
場

が
で
き
た
た
め
と
い
う
説
も
あ
る
。

　

し
か
し
、
縦
社
会
重
視
の
人
間
関

係
よ
り
も
対
等
な
人
間
関
係
の
方
が
、

進
歩
的
で
発
展
志
向
の
社
会
を
築
け

る
と
い
う
。
一
人
一
人
の
個
性
や
多

様
性
、
創
意
性
を
確
保
す
る
に
は
、

で
き
る
だ
け
水
平
的
な
人
間
関
係
を

構
築
し
た
ほ
う
が
よ
い
よ
う
だ
。

　
日
本
史
で
は
、
徳と

く

川が
わ

家い
え

康や
す

が｢

友｣

と
呼
び
最
も
信
頼
し
た
本ほ

ん

多だ

正ま
さ

信の
ぶ

は

家
康
の
5
歳
年
上
だ
っ
た
と
い
う
話

を
聞
い
た
。
韓
国
の
歴
史
で
も
、
三

国
統
一
の
偉
業
を
成
し
遂
げ
た
新
羅

の
金キ

ム

庾ユ

信シ
ン

将
軍
と
武
烈
王
の
金キ

ム

春
チ
ュ
ン

秋チ
ュ

は
9
歳
の
年
の
差
が
あ
っ
た
が
親

友
だ
っ
た
。
世
界
史
で
有
名
な
の
は
、

古
代
イ
ス
ラ
エ
ル
の
王
ダ
ビ
デ
と
ヨ

ナ
タ
ン
の
友
情
だ
。
互
い
に
命
が
け

の
友
情
だ
っ
た
が
約
30
歳
の
年
の
差

が
あ
っ
た
。 

　

年
齢
に
よ
り
上
下
を
尊
重
す
る
態

度
も
重
要
だ
が
、
歴
史
が
私
た
ち
に

教
え
る
教
訓
は
、
真
の
友
情
と
は
、

物
理
的
な
年
齢
を
超
え
た
、
開
放
的

な
心
構
え
と
密
接
な
関
連
が
あ
る
よ

う
に
思
え
る
。

一
歳
の
年
齢
の
差
を
気
に
す
る
国

こ
ん
に
ち
は
金キ

ム

で
す

 

韓
国
発
見
シ
リ
ー
ズ
�

国際観光マネージャー

金
キム

 相
サン

廷
ジョン開館時間　午前９時～午後５時

休 館 日　月曜日（祝日の場合は翌日）

問い合わせ先　わいふ一番館 ☎0968（24）6630

【ギャラリー】
「航空写真展」ＳＫＹＳＴＲＥＡＭ杉

す ぎ

浦
う ら

聡
さとし

　熊本空港などで四季折々を撮
影した会員の飛行機写真作品展
です。皆さんのご来館をお待ちし
ております。
期　間：５月８日㈬～26日㈰
　

「中
な か

井
い

葉
よ う

香
か

個展（教室作品同時展示）」画楽
　水彩画、日本画、風景人物、花などを題材に描いたも
のを展示します。ぜひご覧ください。
期　間：５月28日㈫～6月９日㈰

写真や絵画などを展示しませんか
　わいふ一番館ではギャラリーに作品を出展する人を募
集しています。詳しくはわいふ一番館までお尋ねください。

開館時間　午前９時～午後６時
休 館 日　なし（点検などで臨時的に休館する場合あり）

問い合わせ先　菊池観光協会 ☎0968（25）0513

リニューアルオープン後初の展示会を開催します！

「田
た

中
な か

清
き よ

俊
と し

絵画展」
　ゴールデンウィーク
に芸術に触れませんか？
熊本の四季折々の美し
い風景を切り取った絵
画を展示 いたします。
入場無料。ぜひご来館
ください。
期　間：～５月6日㈪（振休）

写真や絵画などを展示しませんか
　菊池観光交流館では、展示コーナーに作品を出展する
人を募集しています。詳しくは菊池観光協会までお尋ね
ください。

昨年の人権フェスティバルでの作品展示

て
豊と

よ

田だ

十じ
ゅ
う

郎ろ
う

と
名
乗
り
ま
し
た
。

　

こ
の
地
で
武
光
は
、
大
き
な
影
響

を
受
け
る
こ
と
に
な
る
人
物
と
出
会

い
ま
す
。
豊
田
荘
の
隣
、
甲
佐
の
守

富
荘
を
治
め
て
い
た
阿
蘇
家
の
庶
子
、

恵え

良ら

惟こ
れ

澄ず
み

で
す
。

　

当
時
の
阿
蘇
家
は
家
内
で
北
朝
方

と
南
朝
方
に
分
か
れ
て
争
っ
て
い
た

の
で
す
が
、
惟
澄
は
南
朝
方
と
し
て
、

庶
子
で
あ
り
な
が
ら
阿
蘇
大
宮
司
職

の
最
有
力
候
補
と
い
う
実
力
の
持
ち

主
で
し
た
。
若
い
武
光
は
10
歳
年
上

の
惟
澄
と
と
も
に
、
度
々
出
陣
し
て

北
朝
方
を
倒
し
て
い
ま
す
。

　

武
光
の
も
と
に
深
川
の
菊
池
本
城

（
菊
之
城
）
が
敵
の
手
に
落
ち
た
と
い

う
知
ら
せ
が
届
い
た
の
は
、
１
３
４
５

（
興
国
６
）
年
の
こ
と
で
し
た
。
当
時

の
菊
池
は
13
代
武た

け

重し
げ

が
34
歳
の
若
さ

で
病
死
し
た
後
、
正
妻
の
子
で
あ
る

弟
の
武た

け

士ひ
と

が
跡
を
継
い
で
い
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
時
は
戦
乱
の
真
っ
只
中

で
あ
り
、
軍
事
的
に
も
政
治
的
に
も

未
成
熟
な
武
士
に
と
っ
て
、
緊
急
事

態
と
も
呼
べ
る
状
況
で
の
判
断
は
非

常
に
難
し
く
、
効
果
的
な
打
開
策

を
打
ち
出
す
こ
と
も
出
来
な
い
ま
ま
、

北
朝
方
の
合こ

う

志し

幸ゆ
き

隆た
か

に
城
を
奪
わ
れ

て
し
ま
っ
た
の
で
す
。

　

一
族
に
と
っ
て
の
絶
体
絶
命
の
ピ

ン
チ
を
、
武
光
は
大
き
な
チ
ャ
ン
ス

に
変
え
ま
し
た
。
自
身
の
手
勢
と
惟

澄
の
助
け
を
借
り
て
、
豊
田
荘
か
ら

一
気
に
本
城
へ
と
攻
め
込
み
ま
す
。

本
城
を
取
り
返
す
の
に
か
け
た
日
数

は
6
日
間
。
誰
も
が
武
光
の
実
力
を

認
め
ざ
る
を
得
な
い
状
況
を
作
り
出

し
ま
し
た
。

　

庶
子
で
あ
る
武
光
は
、
一
族
当
主

の
候
補
に
す
ら
入
っ
て
い
ま
せ
ん
で

し
た
が
、
む
し
ろ
菊
池
本
領
を
離
れ

て
い
た
お
か
げ
で
、
一
族
内
部
の
後

継
者
争
い
に
巻
き
込
ま
れ
る
こ
と
も

な
く
、
豊
田
荘
で
蓄
え
て
い
た
力
を

絶
好
の
タ
イ
ミ
ン
グ
で
発
揮
で
き
た

の
で
し
ょ
う
。
実
力
で
菊
池
の
表
舞

台
に
躍
り
出
た
武
光
は
こ
の
後
、
15

代
当
主
と
し
て
、
一
族
の
黄
金
時
代

を
築
き
上
げ
て
い
く
の
で
す
。

問
い
合
わ
せ
先　
菊
池一族
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
室 

　
　
　
　
　
　
　
☎
０
９
６
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２
６
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◆

連
載 

◆

◆ 絵画連作 ◆

絵・文／橋
はし

本
もと

眞
しん

也
や

第 一 章

　

１
３
１
９
（
元
応
元
）
年
、
武た

け

光み
つ

は
12
代
武た

け

時と
き

の
庶
子
（
正
妻
で
は
な

い
妻
の
子
）
と
し
て
生
ま
れ
ま
し

た
。
16
人
の
兄
弟
と
と
も
に
成
長

し
、
14
歳
の
時
、
父
武
時
最
後
の
戦

で
あ
る
博
多
合
戦
に
も
同
行
し
て
い

ま
す
。
死
を
覚
悟
し
た
討
ち
入
り
の

直
前
、
武
時
は
武
光
を
博
多
の
聖
福

寺
に
預
け
、
避
難
さ
せ
ま
し
た
。
父

の
無
念
を
胸
に
抱
き
な
が
ら
肥
後
に

帰
っ
た
武
光
は
、
そ
の
後
豊
田
荘
（
熊

本
市
南
区
城
南
町
）
の
小
領
主
に
な
っ

　ここは菊池一族の領土の心臓部、菊池本城が置かれ
た場所です。現在は菊池神社のある守山には砦が置
かれ、麓には菊池氏守護の館がありました。この館は
200㍍四方の敷地に築かれた広大なもので、敵方に攻
め込まれたときは城山に立て籠もり、多くの菊池の若
者たちが命を散らせました。

其の２  菊池本城・守護の館
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お
知
ら
せ

職
員
人
事
異
動

（
４
月
１
日
付
）
係
長
級
以
上

■
部
長
級　

▼
総
務
部
長　

上う
え

田だ

敏と
し

雄お

（
総
務
部
財
政
課
長
）
▼
健
康
福
祉
部
長

泉い
ず
み

大だ
い

助す
け

（
政
策
企
画
部
企
画
振
興
課
長
）

▼
経
済
部
長　
笹さ

さ

本も
と

義よ
し

臣お
み

（
経
済
部
商
工

観
光
課
長
兼
企
業
誘
致
室
長
）
▼
建
設
部

長　
中な

か

村む
ら

喜よ
し

範の
り

（
政
策
企
画
部
情
報
政
策

課
長
）
▼
教
育
部
長　
木き

の

下し
た

徳の
り

幸ゆ
き

（
教
育

部
学
校
教
育
課
長
）

■
次
長
級　
▼
健
康
福
祉
部
次
長
兼
福
祉

課
長　
宮み

や

村む
ら

恵え

美み

（
健
康
福
祉
部
福
祉
課

長
）
▼
七
城
支
所
長
（
次
長
級
）　

上う
え

村む
ら

雅ま
さ

一か
ず

（
七
城
支
所
市
民
生
活
課
長
）
▼
泗

水
支
所
長
（
次
長
級
）　

梁や
な

池ち

哲て
つ

也や

（
健

康
福
祉
部
首
席
審
議
員
兼
高
齢
支
援
課
長

兼
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
長
）
▼
教
育

部
首
席
審
議
員
兼
生
涯
学
習
課
長
兼
菊
池

市
公
民
館
長
（
課
長
級
）　

山や
ま

本も
と

美み

千ち

代よ

（
教
育
部
菊
池
市
公
民
館
長
（
課
長
級
）

兼
菊
池
市
中
央
公
民
館
長
兼
菊
池
市
七
城

公
民
館
長
兼
菊
池
市
旭
志
公
民
館
長
兼
菊

池
市
泗
水
公
民
館
長
）

■
課
長
級　
▼
政
策
企
画
部
企
画
振
興
課

長
兼
菊
池
一
族
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
室
長　

古こ

閑が

久ひ
さ

敏と
し

（
総
務
部
施
設
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

課
長
）
▼
政
策
企
画
部
情
報
政
策
課
長　

財ざ
い

津つ

裕ゆ
う

一い
ち

（
政
策
企
画
部
情
報
政
策
課
課

長
補
佐
兼
情
報
政
策
係
長
）
▼
総
務
部
防

災
交
通
課
長　
宇う

野の

木き

浩こ
う

二じ

（
市
民
環
境

部
税
務
課
総
務
審
議
員
（
徴
税
担
当
））

▼
総
務
部
財
政
課
長　
山や

ま

田だ

哲て
つ

二じ

（
建
設

部
下
水
道
課
長
）
▼
総
務
部
施
設
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
課
長　
開ひ

ら
き

田だ

智と
も

浩ひ
ろ

（
総
務
部
総
務

課
課
長
補
佐
（
職
員
担
当
））
▼
総
務
部

人
権
啓
発
課
長　
吉よ

し

田だ

武た
け
る

（
教
育
部
社
会

体
育
課
長
）
▼
市
民
環
境
部
市
民
課
長　

大お
お

森も
り

寛ひ
ろ

子こ

（
健
康
福
祉
部
健
康
推
進
課
総

務
審
議
員
（
国
民
健
康
保
険
及
び
高
齢
者

医
療
・
年
金
担
当
））
▼
市
民
環
境
部
地

籍
調
査
課
長　
安や

す

武た
け

邦く
に

男お

（
市
民
環
境
部

地
籍
調
査
課
総
務
審
議
員
）
▼
健
康
福
祉

部
子
育
て
支
援
課
長
兼
子
育
て
世
代
包
括

支
援
セ
ン
タ
ー
長
兼
花
房
保
育
園
長　
本ほ

ん

田だ

和わ

佳か

子こ

（
健
康
福
祉
部
子
育
て
支
援
課

長
）
▼
健
康
福
祉
部
高
齢
支
援
課
長
兼

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
長　

竹た
け

村む
ら

秀し
ゅ
う

一い
ち

（
教
育
部
学
校
給
食
管
理
室
長
（
課
長

級
）
兼
菊
池
地
区
学
校
給
食
共
同
調
理
場

所
長
兼
七
城
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
長
兼
泗

水
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
長
）
▼
経
済
部
商

工
観
光
課
長
兼
企
業
誘
致
室
長　
村む

ら

田た

義よ
し

喜き

（
市
民
環
境
部
市
民
課
長
）
▼
建
設
部

土
木
課
長　
三み

池い
け

克か
つ

徳の
り

（
経
済
部
農
林
整

備
課
総
務
審
議
員
（
耕
地
担
当
）
▼
建
設

部
都
市
整
備
課
長　
久ひ

さ

川か
わ

知と
も

己き

（
建
設
部

土
木
課
総
務
審
議
員
（
工
務
担
当
））
▼

建
設
部
下
水
道
課
長　
葛く

ず

原は
ら

公き
み

久ひ
さ

（
建
設

部
下
水
道
課
総
務
審
議
員
（
工
務
担
当
））

▼
七
城
支
所
市
民
生
活
課
長　
霍つ

る

田だ

光こ
う

一い
ち

郎ろ
う

（
七
城
支
所
市
民
生
活
課
総
合
相
談
員

（
総
務
審
議
員
））
▼
旭
志
支
所
市
民
生
活

課
長　
森も

り

栄え
い

進し
ん

（
経
済
部
農
政
課
総
務
審

議
員
（
畜
産
担
当
））
▼
泗
水
支
所
市
民

生
活
課
長　
中な

か

原は
ら

親ち
か

弘ひ
ろ

（
建
設
部
都
市
整

備
課
総
務
審
議
員
兼
建
築
係
長
）
▼
会
計

管
理
者
（
課
長
級
）
兼
会
計
課
長　
笹さ

さ

原は
ら

猛た
け
る

（
教
育
部
生
涯
学
習
課
長
）
▼
教
育
部

教
育
審
議
員（
課
長
級
）　
田た

嶌し
ま

浩ひ
ろ

紀の
り（
菊

陽
町
立
武
蔵
ヶ
丘
中
学
校
長
）
▼
教
育
部

学
校
教
育
課
長　
安や

す

武た
け

睦む
つ

夫お

（
総
務
部
契

約
検
査
課
総
務
審
議
員
兼
検
査
係
長
）
▼

教
育
部
学
校
給
食
管
理
室
長
（
課
長
級
）

兼
菊
池
地
区
学
校
給
食
共
同
調
理
場
所
長

兼
七
城
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
長
兼
泗
水
学

校
給
食
セ
ン
タ
ー
長　
原は

ら

田だ

景け
い

子こ

（
総
務

部
人
権
啓
発
課
長
）
▼
教
育
部
社
会
体
育

課
長　
髙た

か

木き

智と
も

生お

（
政
策
企
画
部
企
画
振

興
課
課
長
補
佐
兼
地
域
振
興
係
長
）
▼
監

査
委
員
事
務
局
長
（
課
長
級
）　

山や
ま

口ぐ
ち

浩こ
う

一い
ち

郎ろ
う

（
総
務
部
防
災
交
通
課
長
）
▼
監
査

委
員
事
務
局
監
査
監
（
課
長
級
）　

宇う

野の

木き

洋よ
う

一い
ち

（
総
務
部
総
務
課
総
務
審
議
員
兼

総
務
行
政
係
長
兼
選
挙
管
理
委
員
会
事
務

局
次
長
）

■
総
務
審
議
員　
▼
健
康
福
祉
部
福
祉
課

総
務
審
議
員
（
福
祉
担
当
）　

相そ
う

馬ま

和か
ず

代よ

（
泗
水
支
所
市
民
生
活
課
総
務
審
議
員（
市

民
生
活
担
当
））

■
課
長
補
佐
級　
▼
政
策
企
画
部
市
長
公

室
課
長
補
佐
（
政
策
調
整
担
当
）
兼
秘
書

係
長　
松ま

つ

永な
が

哲て
つ

也や

（
政
策
企
画
部
市
長
公

室
秘
書
係
長
（
政
策
調
整
担
当
））
▼
総

務
部
総
務
課
課
長
補
佐
兼
総
務
行
係
長
兼

選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局
次
長　
松ま

つ

原ば
ら

憲け
ん

一い
ち

（
議
会
事
務
局
課
長
補
佐
）
▼
総
務
部

総
務
課
課
長
補
佐
（
職
員
担
当
）
田た

代し
ろ

誠せ
い

也や

（
健
康
福
祉
部
高
齢
支
援
課
課
長
補
佐

（
施
設
民
営
化
担
当
））
▼
総
務
部
財
政
課

課
長
補
佐
兼
財
政
係
長　
稲い

な

葉ば

一い
ち

郎ろ
う

（
総

務
部
財
政
課
財
政
係
長
）
▼
総
務
部
契
約

検
査
課
課
長
補
佐
兼
検
査
係
長　
岩い

わ

木き

健た
け

史し

（
土
木
課
工
務
係
長
）
▼
総
務
部
施
設

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
課
課
長
補
佐
兼
管
財
係
長

古ふ
る

庄し
ょ
う

和か
ず

彦ひ
こ

（
総
務
部
施
設
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
課
管
財
係
長
）
▼
総
務
部
人
権
啓
発
課

課
長
補
佐　
菊き

く

永な
が

圭け
い

一い
ち

（
総
務
部
人
権
啓

発
課
課
長
補
佐
兼
人
権
同
和
啓
発
係
長
）

▼
市
民
環
境
部
税
務
課
課
長
補
佐
（
徴
税

担
当
）　

小こ

池い
け

雄ゆ
う

司じ

（
旭
志
支
所
市
民
生

活
課
市
民
生
活
係
長
）
▼
市
民
環
境
部
環

境
課
課
長
補
佐　
請う

け

野の

貞さ
だ

昭あ
き

（
市
民
環
境

部
環
境
課
課
長
補
佐
（
環
境
政
策
担
当
））

▼
市
民
環
境
部
環
境
課
課
長
補
佐
（
環
境

政
策
担
当
）　

川か
わ

口ぐ
ち

克か
つ

明あ
き

（
市
民
環
境
部

環
境
課
環
境
政
策
係
長
）
▼
健
康
福
祉
部

福
祉
課
課
長
補
佐
兼
福
祉
係
長　
請う

け

野の

典の
り

子こ

（
健
康
福
祉
部
福
祉
課
課
長
補
佐
（
福

祉
担
当
）
▼
健
康
福
祉
部
高
齢
支
援
課
課

長
補
佐
（
地
域
包
括
支
援
担
当
）　

藤ふ
じ

本も
と

加か

津つ

美み

（
健
康
福
祉
部
高
齢
支
援
課
課
長

補
佐
兼
地
域
包
括
支
援
係
長
）
▼
建
設
部

都
市
整
備
課
課
長
補
佐
（
建
築
担
当
）　

出で

口ぐ
ち

浩ひ
ろ
し

（
総
務
部
施
設
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
課

課
長
補
佐
（
庁
舎
整
備
担
当
））
▼
建
設

部
下
水
道
課
課
長
補
佐
（
管
理
担
当
）　

城じ
ょ
う

勝か
つ

博ひ
ろ

（
建
設
部
下
水
道
課
管
理
係
長
）

▼
旭
志
支
所
市
民
生
活
課
課
長
補
佐　
下し

も

川か
わ

利と
し

治は
る

（
旭
志
支
所
市
民
生
活
課
地
域
・

農
政
係
長
）
▼
教
育
部
学
校
教
育
課
課
長

補
佐
（
総
務
担
当
）　

髙こ
う

山や
ま

賢け
ん

一い
ち

（
教
育

部
学
校
教
育
課
学
務
係
長
）
▼
教
育
部
学

校
教
育
課
課
長
補
佐
（
学
務
担
当
）　

冨と
み

田た

信の
ぶ

幸ゆ
き

（
政
策
企
画
部
市
長
公
室
課
長
補

佐
（
秘
書
担
当
））
▼
教
育
部
学
校
給
食

管
理
室
課
長
補
佐
（
泗
水
学
校
給
食
セ
ン

タ
ー
担
当
）
赤あ

か

星ほ
し

有ゆ

美み

（
教
育
部
学
校
教

育
課
学
校
給
食
管
理
室
係
長
（
菊
池
地
区

学
校
給
食
共
同
調
理
場
担
当
）
▼
教
育
部

菊
池
市
立
図
書
館
課
長
補
佐　
倉く

ら

岡お
か

久く

美み

子こ

（
建
設
部
都
市
整
備
課
都
市
整
備
係

長
）
▼
議
会
事
務
局
課
長
補
佐　
松ま

つ

寺で
ら

盛も
り

親ち
か

（
健
康
福
祉
部
高
齢
支
援
課
課
長
補
佐

（
介
護
保
険
担
当
））
▼
農
業
委
員
会
事
務

局
課
長
補
佐
兼
農
地
係
長　

髙た
か

島し
ま

英え
い

輔す
け

（
市
民
環
境
部
市
民
課
課
長
補
佐
（
市
民

担
当
））
▼
監
査
委
員
事
務
局
課
長
補
佐

兼
監
査
係
長　
川か

わ

口ぐ
ち

裕ひ
ろ

美み

（
監
査
委
員
事

務
局
監
査
係
長
）

■
係
長
級　
▼
政
策
企
画
部
企
画
振
興
課

地
域
振
興
係
長　
中な

か

川が
わ

敬け
い

三ぞ
う

（
健
康
福
祉

部
福
祉
課
福
祉
係
長
）
▼
政
策
企
画
部
企

画
振
興
課
菊
池
一
族
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
室

係
長　
野の

中な
か

英ひ
で

樹き

（
教
育
部
生
涯
学
習
課

社
会
教
育
係
長
）
▼
政
策
企
画
部
情
報
政

策
課
情
報
政
策
係
長　
西に

し

本も
と

和か
ず

博ひ
ろ

（
建
設

部
都
市
整
備
課
住
宅
係
長
）
▼
総
務
部
人

権
啓
発
課
人
権
同
和
啓
発
係
長　
森も

り

秀ひ
で

明あ
き

（
経
済
部
商
工
観
光
課
商
工
振
興
係
長
）

▼
総
務
部
男
女
共
同
参
画
推
進
課
男
女
共

同
参
画
推
進
係
長　
工く

藤ど
う

麻ま

里り

（
政
策
企

画
部
情
報
政
策
課
参
事
）
▼
市
民
環
境
部

環
境
課
環
境
政
策
係
長　

岩い
わ

永な
が

俊し
ゅ
ん

一い
ち

郎ろ
う

（
経
済
部
農
政
課
農
政
係
長
）
▼
市
民
環

境
部
地
籍
調
査
課
地
籍
調
査
係
長　
光み

つ

永な
が

和か
ず

幸ゆ
き

（
教
育
部
菊
池
市
立
図
書
館
係
長
）

▼
健
康
福
祉
部
福
祉
課
障
が
い
福
祉
係
長

外ほ
か

城じ
ょ
う

賢け
ん

一い
ち

（
泗
水
支
所
市
民
生
活
課
市
民

生
活
係
長
）
▼
健
康
福
祉
部
高
齢
支
援
課

地
域
包
括
支
援
係
長　
川か

わ

口ぐ
ち

玲り
ょ
う

子こ

（
健
康

福
祉
部
健
康
推
進
課
高
齢
者
医
療
・
年
金

係
長
）
▼
健
康
福
祉
部
健
康
推
進
課
高
齢

者
医
療
・
年
金
係
長　
工く

藤ど
う

健け
ん

二じ

（
教
育

部
学
校
給
食
管
理
室
係
長
（
泗
水
学
校
給

食
セ
ン
タ
ー
担
当
））
▼
経
済
部
農
政
課

農
政
係
長　
城じ

ょ
う

康や
す

洋ひ
ろ

（
経
済
部
商
工
観
光

課
参
事
）
▼
経
済
部
商
工
観
光
課
商
工
振

興
係
長
兼
企
業
誘
致
室
係
長　
水み

ず

上か
み

嘉よ
し

彦ひ
こ

（
経
済
部
商
工
観
光
課
企
業
誘
致
室
係
長
）

▼
建
設
部
土
木
課
管
理
係
長　
平ひ

ら

山や
ま

岳た
け

樹き

（
総
務
部
総
務
課
参
事
）
▼
建
設
部
土
木

課
工
務
係
長　
佐さ

さ々

木き

誠ま
こ
と

（
建
設
部
土
木

課
管
理
係
長
）
▼
建
設
部
都
市
整
備
課
都

市
整
備
係
長　
山や

ま

口ぐ
ち

博ひ
ろ

之ゆ
き

（
建
設
部
下
水

道
課
工
務
係
長
）
▼
建
設
部
都
市
整
備
課

住
宅
係
長　
堀ほ

り

川か
わ

英ひ
で

尚ひ
さ

（
七
城
支
所
市
民

生
活
課
地
域
・
農
政
係
長
）
▼
建
設
部
都

市
整
備
課
建
築
係
長　
川か

わ

口ぐ
ち

真し
ん

也や

（
建
設

部
都
市
整
備
課
参
事
）
▼
建
設
部
下
水
道

課
管
理
係
長　
中な

か

武た
け

郁い
く

子こ

（
総
務
部
財
政

課
参
事
）
▼
建
設
部
下
水
道
課
工
務
係
長

境さ
か
い

丈じ
ょ
う

二じ

（
建
設
部
土
木
課
参
事
）
▼
七

城
支
所
市
民
生
活
課
地
域
・
農
政
係
長　

新し
ん

堀ぼ
り

誠ま
こ
と

（
市
民
環
境
部
地
籍
調
査
課
地
籍

調
査
係
長
）
▼
旭
志
支
所
市
民
生
活
課
地

域
・
農
政
係
長　
右み

ぎ

田た

潤じ
ゅ
ん

（
旭
志
支
所
市

民
生
活
課
参
事
）
▼
旭
志
支
所
市
民
生
活

課
市
民
生
活
係
長　
大お

お

谷た
に

美み

穂ほ

（
旭
志
支

所
市
民
生
活
課
参
事
）
▼
泗
水
支
所
市
民

生
活
課
市
民
生
活
係
長　
九く

重じ
ゅ
う

綾あ
や

（
総
務

部
男
女
共
同
参
画
推
進
課
男
女
共
同
参
画

推
進
係
長
）
▼
教
育
部
学
校
教
育
課
学
務

係
長　
中な

か

山や
ま

和か
ず

徳の
り

（
教
育
部
学
校
教
育
課

参
事
）
▼
教
育
部
学
校
給
食
管
理
室
係
長

（
菊
池
地
区
学
校
給
食
共
同
調
理
場
担
当
）

　
髙た

か

野の

美み

由ゆ

紀き

（
農
業
委
員
会
事
務
局
農

地
係
長
）
▼
教
育
部
生
涯
学
習
課
社
会
教

育
係
長　
吉よ

し

田だ

茂し
げ
る

（
教
育
部
生
涯
学
習
課

参
事
）
▼
教
育
部
菊
池
市
公
民
館
公
民
館

係
長
（
菊
池
市
中
央
公
民
館
担
当
）
阪さ

か

本も
と

智と
も

之ゆ
き

（
総
務
部
総
務
課
参
事
）
▼
教
育
部

菊
池
市
公
民
館
公
民
館
係
長
（
泗
水
公
民

館
担
当
）　

中な
か

山や
ま

理り

恵え

（
健
康
福
祉
部
福

祉
課
障
が
い
福
祉
係
長
）

■
退
職
者　
▼
上う

え

田だ

俊し
ゅ
ん

介す
け

（
総
務
部
長
）

▼
中な

か

村む
ら

隆た
か

純ず
み

（
健
康
福
祉
部
長
）
▼
谷た

に

田だ

修お
さ
む（
経
済
部
長
）▼
淵ふ

ち

邉べ

政ま
さ

博ひ
ろ（
建
設
部
長
）

▼
大お

お

山や
ま

堅け
ん

四し

郎ろ
う

（
教
育
部
長
）
▼
楳う

め

田だ

邦く
に

昭あ
き

（
七
城
支
所
長
（
次
長
級
））
▼
坂さ

か

本も
と

忠た
だ

弘ひ
ろ

（
泗
水
支
所
長
（
次
長
級
））
▼
德と

く

永な
が

孝た
か

博ひ
ろ

（
会
計
管
理
者
（
次
長
級
））
▼

清き
よ

田た

幸ゆ
き

臣お
み

（
監
査
委
員
事
務
局
長
（
次
長

級
））
▼
米よ

ね

岡お
か

佳よ
し

春は
る

（
市
民
環
境
部
地
籍

調
査
課
長
）
▼
井い

手で

和か
ず

子こ

（
健
康
福
祉
部

花
房
保
育
園
長
（
課
長
級
））
▼
松ま

つ

永な
が

英ひ
で

昭あ
き（
建
設
部
土
木
課
長
）▼
岡お

か

島じ
ま

誠せ
い

也や

（
旭

志
支
所
市
民
生
活
課
長
）▼
生い

く

田た

武た
け

章あ
き（
泗

水
支
所
市
民
生
活
課
長
）
▼
横よ

こ

手て

満み
つ
る

（
教

育
部
教
育
審
議
員
（
課
長
級
）
※
熊
本
県

へ
復
職
）
▼
中な

か

山や
ま

孝た
か

惠え

（
健
康
福
祉
部
特

別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
つ
ま
ご
め
荘
参
事
）

▼
中な

か

村む
ら

祐ゆ

美み

子こ

（
健
康
福
祉
部
特
別
養
護

老
人
ホ
ー
ム
つ
ま
ご
め
荘
介
護
士
）
▼
田た

代し
ろ

惠え

美み

子こ

（
教
育
部
学
校
給
食
管
理
室
旭

志
小
学
校
調
理
師
）
▼
谷た

に

田だ

香か

代よ

子こ

（
経

済
部
商
工
観
光
課
主
任
主
事
）
▼
河か

わ

野の

慎し
ん

太た

郎ろ
う

（
総
務
部
人
権
啓
発
課
主
事
）

問
総
務
課
職
員
係　
☎（
25
）７
２
０
４

　

犬
や
猫
を
ペ
ッ
ト
と
し
て
飼
う
こ
と

に
は
責
任
が
伴
い
ま
す
。
世
話
や
し
つ

け
を
欠
か
さ
ず
に
で
き
る
か
、
経
済
的

負
担
や
家
庭
状
況
な
ど
を
踏
ま
え
、
最

後
ま
で
責
任
を
持
っ
て
飼
育
が
で
き
る

か
を
し
っ
か
り
考
え
ま
し
ょ
う
。

問
菊
池
保
健
所　
☎（
25
）４
１
３
５

ペ
ッ
ト
を
飼
う
前
に

　
来
春
新
規
学
校
卒
業
者
を
採
用
予
定
の

企
業
を
対
象
に
、
新
卒
者
用
求
人
の
諸
手

続
き
の
説
明
会
を
開
催
し
ま
す
。
多
数
の

企
業
の
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

と　
き　
５
月
23
日
㈭
午
後
２
時
～
４
時

（
午
後
１
時
30
分
受
付
開
始
）

と
こ
ろ　
大
津
町
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
ホ

ー
ル
（
大
津
町
大
字
引
水
62
）

※
求
人
申
込
の
場
合
、
事
前
に
採
用
責
任

者
の
説
明
会
受
講
が
必
要
で
す
。

問
●申
申
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
菊
池　

就
職
支

援
部
門　
学
卒
担
当　
☎（
24
）８
６
２
６

新
卒
者
を
採
用
予
定
の

企
業
の
皆
さ
ん
へ
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各支所の問い合わせ先
七城支所　☎(25)1000
旭志支所　☎(25)3330
泗水支所　☎(25)2001

菊池市の市外局番　0968
菊池市役所の住所　〒861-1392 菊池市隈府 888 番地

菊池市ホームページ
https://www.city.kikuchi.lg.jp/

費用の記載がないものは基本的に無料です
記号の説明　問…問い合わせ先　●申…申込先　☎…電話番号
Ⓕ…ファクス　Ⓜ…メールアドレス　Ⓗ…ホームページ

介護予防ミニ講座
～しっかり噛んで認知症を予防しましょう～
脳の血流が増えると集中力や意欲がアップ
　歯の根元から伸びる血管と神経は脳につながっています。
歯の下には細い血管があり、1回噛むごとに血
管が圧迫され、ポンプのように3.5cc の血液が
脳に送り込まれます。弁当に入っている魚型の
しょうゆ入れの量が約3～3.5㏄です。成人男性
がしょうが焼き定食を750回くらい噛んで
食べたとき、その血流量を計算すると、なん
と2.6㍑にもなります。

入れ歯でも、噛むことで脳を活性化
　歯がなくても、噛むことによる刺激は粘膜や筋肉から脳に
伝わります。歯を失っても入れ歯を使って噛むことができれば、
脳を活性化することができますが、なるべく残っている歯の
本数を維持し、よく噛んで食べましょう。

ガムもおすすめ
　ガムを噛むこともおすすめです。キシリトー
ルガムは糖分が入っていないので歯垢がで
きにくく、むし歯予防になります。また、入
れ歯にくっつきにくいガムもあります。

問高齢支援課地域包括支援係　☎（25）7216

　
犬
の
登
録
と
毎
年
１
回
の
狂
犬
病
予
防

注
射
は
法
律
で
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま

す
。
犬
の
所
有
者
は
必
ず
予
防
注
射
を
受

け
て
く
だ
さ
い
。
登
録
さ
れ
て
い
な
い
犬

の
所
有
者
や
、
新
た
に
犬
（
生
後
91
日
以

上
）
を
所
有
し
た
人
は
、
会
場
で
登
録
手

続
き
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

と
き
・
と
こ
ろ　
下
表
の
と
お
り

※
ど
の
会
場
で
も
接
種
で
き
ま
す
。
登
録

済
み
の
人
は
、
予
防
接
種
の
際
に｢

狂
犬

病
予
防
注
射
日
程
等
の
ご
案
内｣

の
は
が

き
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

料
金
（
１
頭
当
た
り
）

▼
登
録
料　
　
　
３
千
円

▼�

集
合
注
射
料　
３
１
０
０
円
（
注
射
済

票
発
行
手
数
料
５
０
０
円
含
む
）

そ
の
他　
動
物
病
院
な
ど
で
注
射
を
受
け

た
と
き
は
、
獣
医
師
の
証
明
書
を
環
境
課

ま
た
は
各
支
所
市
民
生
活
課
ま
で
お
持
ち

い
た
だ
き
、
注
射
済
票
発
行
手
続
き
を
済

ま
せ
て
く
だ
さ
い
（
１
頭
に
つ
き
５
０
０

円
が
必
要
）。

集
合
注
射
実
施

会
場
で
も
手
続

き
で
き
ま
す
。

▼狂犬病予防注射日程表

春
の
狂
犬
病
予
防
集
合
注
射
と

　
    

犬
の
登
録
を
実
施
し
ま
す

問
環
境
課 

☎（
25
）７
２
１
７　
各
支
所
市
民
生
活
課

と　き ところ

５月８日㈬

午前９時30分～10時 龍門支館
午前10時20分～10時50分 迫龍ふれあいセンター
午前11時10分～11時40分 水迫里山の家（旧農村女性の家）

午後１時30分～２時 迫間支館
午後２時20分～2時50分 高野瀬公民館（旧老人福祉センター）

5月10日㈮

午前9時～9時30分 原細永公民館
午前9時50分～10時20分 塚原公民館

午前10時40分～11時10分 中原公民館
午前11時30分～正午 藤田公民館

5月12日㈰ 午前9時30分～11時 菊池市役所北駐車場

5月14日㈫
午前9時～9時40分 戸崎支館

午前10時～10時30分 植古閑公民館
午前10時50分～11時30分 菊之池体育館前

５月15日㈬
午前９時30分～10時10分 社会福祉協議会七城支所

午前10時30分～11時10分 七城多目的研修センター
午後１時30分～２時10分 リバーサイドパーク

５月16日㈭

午前９時30分～10時 尾足コミュニティーセンター
午前10時20分～10時50分 伊坂研修センター
午前11時10分～11時40分 妻越担い手センター

午後１時30分～２時 高柳集落センター
午後２時20分～２時50分 楠原構造改善センター

５月21日㈫

午前９時20分～10時 泗水第二体育館
午前10時20分～10時50分 永公民館

午後１時30分～２時 田島二区公民館
午後２時15分～２時45分 井戸方構造改善センター

５月22日㈬

午前９時～９時30分 南住吉公民館
午前９時50分～10時30分 泗水B＆G海洋センター体育館

午後１時30分～２時 久米一区公民館
午後２時20分～２時50分 泗水体育館

６月2日㈰
午前９時～10時 泗水支所

午前10時30分～11時 旭志支所

よろしくだワン！

５月の「税」の納期限
５月 31 日㈮

問税務課
　市民税係　　　☎（25）7206
　固定資産税係　☎（25）7207

　●軽自動車税全期
　●固定資産税第１期
口座振替を利用している人は、５月
27 日㈪に振替を行いますので、残
高の確認をお願いします。

　
６
月
１
日
㈯
を
基
準
日
と
し
て
、
全
国

の
製
造
業
事
業
所
を
対
象
に
実
施
し
ま

す
。
５
月
か
ら
調
査
員
が
訪
問
し
ま
す
の

で
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
回
答
も
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　
工
業
統
計
調
査
は
、
国
の
工
業
の
実
態

を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
統

計
法
に
基
づ
く
報
告
義
務
が
あ
る
重
要
な

統
計
で
す
。
調
査
結
果
は
、
中
小
企
業
施

策
や
地
域
振
興
な
ど
の
基
礎
資
料
と
し
て

活
用
さ
れ
ま
す
。

問
情
報
政
策
課　
☎（
25
）７
２
４
９

　
県
統
計
調
査
課　

　
☎
０
９
６（
３
３
３
）２
１
７
７

工
業
統
計
調
査
を
実
施
し
ま
す

　
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
継
続
的
な
運

用
を
行
う
た
め
、
高
齢
者
医
療
保
険
料
の

均
等
割
（
被
保
険
者
一
人
一
人
が
等
し
く

75
歳
以
上
の
人
に
対
す
る
医
療

制
度
の
一
部
変
更
に
つ
い
て

　
社
会
保
険
へ
の
加
入
や
市
外
へ
の
転
出

な
ど
に
よ
り
国
民
健
康
保
険
の
資
格
が
な

く
な
っ
た
場
合
は
、
必
ず
健
康
推
進
課
ま

た
は
各
支
所
市
民
生
活
課
で
保
険
証
返
却

の
手
続
き
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。
国
保
の

資
格
が
な
く
な
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
国

保
の
保
険
証
を
使
用
し
た
場
合
、
不
当
利

得
と
な
り
市
か
ら
通
知
が
届
き
ま
す
。
必

ず
返
還
手
続
き
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

問
健
康
推
進
課
国
民
健
康
保
険
係

　
☎（
25
）７
２
１
８

　
各
支
所
市
民
生
活
課

保
険
証
は

正
し
く
使
い
ま
し
ょ
う

　

車
の
所
有
者
（
使
用
者
）
に
納
税
通

知
書
を
送
付
し
ま
す
。
期
限
ま
で
に
納

付
し
て
く
だ
さ
い
。

軽
自
動
車
税
の
納
付
場
所　
各
金
融
機

関
、
市
役
所
、
各
支
所　

※
コ
ン
ビ
ニ
で
の
納
付
や
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を
利
用
し
た

納
付
は
で
き
ま
せ
ん
。

問
税
務
課
市
民
税
係　
☎（
25
）７
２
０
６

普
通
自
動
車
税
の
納
付
場
所　
各
金
融

機
関
、
コ
ン
ビ
ニ
、
県
の
各
広
域
本
部
、

各
地
域
振
興
局
（
鹿
本
に
つ
い
て
は
山

鹿
市
役
所
内
）、
自
動
車
税
事
務
所

※
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
し
た
ク
レ

ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
で
の
納
付
や
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
に
よ
る
納
付
も
可
能
で
す
。　

問
県
北
広
域
本
部
総
務
部
収
税
課

　
☎（
25
）４
２
７
２

　
熊
本
県
自
動
車
税
事
務
所

　
☎
０
９
６（
３
６
８
）４
０
２
０

軽
自
動
車
・
普
通
自
動
車
税
の

納
付
期
限
は
５
月
31
日
㈮
で
す

負
担
す
る
保
険
料
）
に
つ
い
て
、
こ
れ
ま

で
9
割
軽
減
と
な
っ
て
い
た
人
は
、
今
年

か
ら
8
割
軽
減
に
変
わ
り
ま
す
。
一
方
、

所
得
の
低
い
高
齢
者
や
年
金
受
給
者
に
も

配
慮
し
、
介
護
保
険
料
の
負
担
軽
減
を
進

め
、
年
金
生
活
者
支
援
給
付
金
（
基
準
額

月
５
千
円
）
制
度
を
10
月
か
ら
実
施
し
ま

す
。詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
▼
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
に
つ
い
て　

　
健
康
推
進
課
高
齢
者
医
療
・
年
金
係

　
☎（
25
）７
２
１
８

　
▼
介
護
保
険
に
つ
い
て

　
高
齢
支
援
課
介
護
保
険
係

　
☎（
25
）７
２
１
５

　
年
金
生
活
者
支
援
給
付
金
に
つ
い
て

　
ね
ん
き
ん
ダ
イ
ヤ
ル

　
☎
０
５
７
０（
05
）１
１
６
５

　
日
本
赤
十
字
社
の
活
動
は
、
赤
十
字
の

理
念
や
活
動
内
容
に
賛
同
し
て
加
入
い
た

だ
い
た
会
員
か
ら
の
会
費
や
寄
付
金
、
多

く
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
っ
て
支
え
ら
れ

て
い
ま
す
。
加
入
や
退
会
は
本
人
の
意
思

に
よ
る
も
の
で
、
強
制
的
な
も
の
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
活
動
資
金
へ
の
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

問
福
祉
課　
☎（
25
）７
２
１
３

日
本
赤
十
字
社
活
動
資
金
へ
の

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
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募
集

　
く
ま
も
と
緑
・
景
観
協
働
機
構
設
立
10

周
年
を
記
念
し
て
「
花
い
っ
ぱ
い
コ
ン
ク

ー
ル
」
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

対
象
者　
▼
「
花
い
っ
ぱ
い
運
動
支
援
事

業
」
を
利
用
し
て
い
る
ま
た
は
利
用
し
た

こ
と
が
あ
る
団
体
▼
県
内
で
公
共
用
地
に

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
花
植
え
活
動
を
行
っ
て

い
る
団
体

応
募
期
限　
５
月
15
日
㈬

応
募
方
法　
く
ま
も
と
緑
・
景
観
協
働
機

構
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
あ
る
応
募
用
紙
に

必
要
事
項
を
記
入
の
上
、
郵
送

　
詳
し
く
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
く
ま
も
と

緑
・
景
観
協
働
機
構
」
で
検
索
。　

問
●申
く
ま
も
と
緑
・
景
観
協
働
機
構
（
県

都
市
計
画
課
内
）

　
☎
０
９
６（
３
３
３
）２
５
２
２

「
花
い
っ
ぱ
い
コ
ン
ク
ー
ル
」

作
品
募
集

菊
池
ブ
ラ
ン
ド
づ
く
り
事
業
補
助
金

　
本
市
で
生
産
さ
れ
る
安
心
・
安
全
な
農

林
畜
産
物
を
使
用
し
た
、
加
工
食
品
の
商

品
開
発
や
情
報
発
信
な
ど
「
菊
池
ブ
ラ
ン

ド
化
」
を
推
進
し
、
儲
か
る
農
業
の
確
立

を
目
指
す
活
動
に
対
し
て
支
援
し
ま
す
。

対
象
事
業　
▼
新
商
品
開
発
の
た
め
の
農

産
物
栽
培
地
の
土
壌
分
析
、
農
産
物
お
よ

び
開
発
商
品
の
成
分
分
析
を
行
う
取
り
組

み
▼
新
商
品
開
発
の
た
め
の
機
械
器
具
導

入
を
行
う
取
り
組
み
▼
開
発
商
品
の
パ
ッ

ケ
ー
ジ
デ
ザ
イ
ン
を
製
作
す
る
取
り
組
み

▼
情
報
発
信
お
よ
び
販
売
促
進
の
た
め
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
作
成
す
る
取
り
組
み

儲
か
る
農
業
を
支
援
し
ま
す

菊
池
市
営
住
宅
補
充
入
居
者
を

募
集
し
ま
す

　
空
き
部
屋
が
あ
る
団
地
を
対
象
と
し
た

補
充
入
居
者
を
募
集
し
ま
す
。
募
集
す
る

団
地
は
、
広
報
き
く
ち
６
月
号
お
よ
び
6

月
１
日
㈯
に
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
お
知
ら
せ

し
ま
す
。

受
付
期
間　
6
月
３
日
㈪
～
14
日
㈮

　
午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時
必
着

※
㈯
㈰
を
除
く

申
込
資
格　
次
の
全
て
に
該
当
す
る
こ
と

▼
持
家
が
な
く
居
住
す
る
た
め
の
住
居
に

困
っ
て
い
る
こ
と
▼
同
居
親
族
（
婚
約
者

な
ど
も
含
む
）
が
あ
る
こ
と
（
満
60
歳
以

上
の
人
は
、
単
身
入
居
の
場
合
の
特
例
が

あ
り
ま
す
。
こ
の
他
に
も
、
条
件
に
よ
っ

て
は
入
居
申
し
込
み
で
き
る
場
合
が
あ
り

ま
す
）
▼
世
帯
の
合
計
月
額
所
得
が
基
準

内
で
あ
る
こ
と
（
世
帯
の
状
況
に
よ
り

合
計
月
額
所
得
が
15
万
８
千
円
以
下
と

21
万
４
千
円
以
下
に
分
か
れ
ま
す
）

【
月
額
所
得
の
計
算
方
法
】（
世
帯
全
員
の

所
得
額

－

控
除
額
の
合
計
）÷ 

12（
カ
月
）

【
控
除
合
計
額
の
計
算
】
次
に
基
づ
き
算

出
し
た
控
除
額
を
合
計
し
ま
す
。 

【
控
除
の
内
容
・
控
除
額
】

・�

同
居
者
、
控
除
対
象
配
偶
者
、
扶
養
親

族　
　
　
　
　
　
　
　
　
１
人
38
万
円

・
特
定
扶
養
親
族　
　
　
　
１
人
25
万
円

・�

老
人
扶
養
親
族
、
老
人
控
除
対
象
配
偶

者　
　
　
　
　
　
　
　
　
１
人
10
万
円

・
寡
婦
ま
た
は
寡
夫　
　
　
　
　
27
万
円

・
障
が
い
者　
　
　
　
　
　
１
人
27
万
円

・
特
別
障
が
い
者　
　
　
　
１
人
40
万
円

▼
税
金
な
ど
の
滞
納
が
な
い
こ
と
▼
入
居

申
込
者
や
同
居
予
定
の
親
族
な
ど
が
暴
力

団
員
で
な
い
こ
と

申
し
込
み
に
必
要
な
書
類

▼
市
営
住
宅
入
居
申
込
書
▼
住
宅
状
況
申

告
書
▼
住
民
票
謄
本
ま
た
は
戸
籍
謄
本

（
同
居
予
定
者
全
員
の
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
が

記
載
さ
れ
、
続
柄
が
分
か
る
も
の
）
▼
平

成
31
年
度
市
県
民
税
課
税
台
帳
記
載
事
項

証
明
書
（
16
歳
以
上
（
高
校
生
を
除
く
）

の
同
居
予
定
者
全
員
分
そ
れ
ぞ
れ
必
要
）

（
源
泉
徴
収
票
不
可
）（
平
成
31
年
度
市
県

民
税
課
税
台
帳
記
載
事
項
証
明
書
は
、
6

月
1
日
以
降
の
発
行
書
類
な
の
で
ご
注
意

く
だ
さ
い
。
平
成
31
年
度
市
県
民
税
課
税

台
帳
記
載
事
項
証
明
書
は
、
平
成
31
年
1

月
1
日
現
在
お
住
ま
い
の
市
町
村
で
発
行

さ
れ
る
書
類
で
す
。
市
町
村
で
発
行
日
が

異
な
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
）
▼

未
納
が
な
い
証
明
書
（
16
歳
以
上
（
高
校

生
を
除
く
）
の
同
居
予
定
者
全
員
分
そ
れ

ぞ
れ
必
要
）
▼
そ
の
他
証
明
書
（
婚
約
証

明
書
、
障
が
い
者
手
帳
の
写
し
、
学
生
証

の
写
し
（
高
校
生
の
み
）
な
ど
）

申
込
方
法　
必
要
書
類
な
ど
完
備
の
上
、

都
市
整
備
課
住
宅
係
へ
直
接
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。
郵
送
の
場
合
は
「
簡
易
書
留
」

郵
便
で
期
限
内
必
着
と
し
ま
す
。
申
込
書

そ
の
他
書
類
な
ど
に
虚
偽
の
申
告
が
あ
っ

た
場
合
、申
し
込
み
は
無
効
に
な
り
ま
す
。

平
成
30
年
度
中
に
補
充
入
居
申
し
込
み
を

し
て
い
る
人
で
申
し
込
み
を
希
望
す
る
人

は
、
新
た
に
申
し
込
み
が
必
要
で
す
。

問
●申
都
市
整
備
課
住
宅
係

　
☎（
25
）７
２
４
３

　
筋
肉
量
と
脂
肪
量
を
分
析
し
、
体
の
引

き
締
め
方
を
マ
ス
タ
ー
し
ま
せ
ん
か
。
生

活
習
慣
病
も
予
防
で
き
ま
す
。

と　
き　
5
月
29
日
㈬
、
6
月
12
日
㈬
、

26
日
㈬
、
7
月
10
日
㈬　
午
後
１
時
30
分

～
３
時
30
分
（
午
後
１
時
受
付
開
始
）

と
こ
ろ　
菊
池
養
生
園
保
健
組
合

対
象
者　
市
内
在
住
の
人

料　
金　
千
円
（
検
査
料
込
み
）

申
込
方
法　
健
康
推
進
課
、
各
支
所
市
民

生
活
課
ま
た
は
菊
池
養
生
園
に
あ
る
申
込

用
紙
に
必
要
事
項
を
記
入
し
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。
詳
し
い
案
内
を
送
付
し
ま
す
。

問
●申
菊
池
養
生
園
保
健
組
合

　
☎（
38
）２
８
２
０

「
い
き
い
き
養
生
塾
～
か
ら
だ

引
き
締
め
セ
ミ
ナ
ー
～
」

市
営
住
宅
中
町
団
地
（
特
定
公

共
賃
貸
住
宅
）
入
居
者
募
集

募
集
団
地　
中
町
団
地
７
A
棟
（
隈
府
86

番
地
）、
５
階
建
て
４
Ｌ
Ｄ
Ｋ

募
集
戸
数　
２
戸

家　
賃　
５
万
５
千
円

申
込
資
格　

世
帯
の
合
計
月
額
所
得
が

15
万
８
千
円
以
上
48
万
７
千
円
以
下
。

※
他
の
申
込
資
格
や
月
額
所
得
の
計
算
方

法
、
受
付
期
間
や
申
し
込
み
に
必
要
な
書

類
、
申
込
方
法
な
ど
は
「
菊
池
市
営
住
宅

補
充
入
居
者
を
募
集
し
ま
す
」
の
記
事
と

同
じ
で
す
。
申
込
多
数
の
場
合
は
抽
選
で

入
居
者
を
決
定
し
ま
す
。

問
●申
都
市
整
備
課
住
宅
係

　
☎（
25
）７
２
４
３

　
身
体
や
精
神
に
障
が
い
が
あ
る
人
の
名

義
の
軽
自
動
車
な
ど
（
家
族
の
運
転
も
含

む
）
で
、
障
が
い
の
程
度
、
使
用
目
的
な

ど
一
定
の
要
件
を
満
た
す
場
合
は
軽
自
動

車
税
を
減
免
し
ま
す
。

申
請
期
限　
５
月
30
日
㈭

申
請
方
法　
税
務
課
お
よ
び
各
支
所
市
民

生
活
課
で
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。
減
免
は

普
通
車
を
含
め
１
人
１
台
で
、
毎
年
申
請

が
必
要
で
す
。

申
請
に
必
要
な
も
の　
▼
納
税
通
知
書
▼

身
体
障
が
い
者
手
帳
、
戦
傷
病
者
手
帳
、

療
育
手
帳
、
精
神
障
が
い
者
保
健
福
祉
手

帳
な
ど
▼
運
転
す
る
人
の
運
転
免
許
証
▼

車
検
証
▼
印
か
ん

問
税
務
課
市
民
税
係　
☎（
25
）７
２
０
６

　
各
支
所
市
民
生
活
課

身
体
や
精
神
に
障
が
い
が
あ
る

人
の
軽
自
動
車
税
減
免

対
象
者　
▼
本
市
に
住
所
が
あ
る
一
経
営

体
の
農
業
者
、
農
業
生
産
法
人
、
農
業
者

組
織
▼
本
市
に
事
業
所
を
持
つ
加
工
・
販

売
事
業
所

補
助
額　
上
限
50
万
円

補
助
率　
対
象
経
費
の
２
分
の
１
以
内

募
集
期
限　
６
月
28
日
㈮

応
募
方
法　
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
農
政
課
ブ

ラ
ン
ド
推
進
室
に
あ
る
事
業
計
画
書
に
記

入
し
、
直
接
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

そ
の
他　
▼
既
存
商
品
の
改
良
（
パ
ッ
ケ

ー
ジ
変
更
な
ど
）、
既
に
事
業
が
完
了
し

て
い
る
場
合
は
補
助
対
象
外
▼
年
度
内
で

の
事
業
開
始
、
事
業
完
了
が
条
件
で
す

問
農
政
課
ブ
ラ
ン
ド
推
進
室

　
☎（
25
）７
２
６
６

お
詫
び
と
訂
正

　
広
報
き
く
ち
4
月
号
25
ペ
ー
ジ｢

国
民

健
康
保
険
人
間
ド
ッ
グ
の
助
成
申
し
込
み

を
受
け
付
け
ま
す｣

の
記
事
で
、
助
成
対

象
の
年
齢
に
誤
り
が
あ
り
ま
し
た
。
正
し

く
は
次
の
と
お
り
で
す
。
お
詫
び
し
て
訂

正
し
ま
す
。　

誤　
満
年
齢
が
30
歳
か
ら
75
歳
ま
で
の
人

正　
満
年
齢
が
30
歳
か
ら
74
歳
ま
で
の
人

問
市
長
公
室
広
報
交
流
係

　
☎（
25
）７
２
５
２

　
座
る
人
に
愛
が
伝
わ
る
、
二
人
掛
け
の

ベ
ン
チ
（
イ
ス
）
の
デ
ザ
イ
ン
画
を
募
集

し
て
い
ま
す
。

設
置
場
所　
菊
池
公
園
城
山
展
望
所

応
募
資
格　
▼
本
市
に
ゆ
か
り
の
あ
る
人

※
応
募
用
紙
に
本
市
と
応
募
者
の
ゆ
か
り

に
つ
い
て
記
載
し
て
く
だ
さ
い
（
最
大

２
０
０
文
字
程
度
）
▼
制
作
す
る
に
あ
た

っ
て
、
作
品
の
魅
力
に
磨
き
を
か
け
る
た

め
、
専
門
家
に
よ
る
デ
ザ
イ
ン
の
改
善
・

修
正
作
業
に
参
加
で
き
る
人
（
作
業
参
加

に
か
か
る
旅
費
は
応
募
者
負
担
）
▼
本
人

が
作
成
し
た
未
発
表
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
作
品

に
限
り
ま
す
。
当
コ
ン
ペ
と
同
時
期
に
行

わ
れ
る
他
の
デ
ザ
イ
ン
コ
ン
ペ
へ
の
重
複

応
募
は
認
め
ま
せ
ん
。

応
募
方
法　

Ａ
３
以
下
の
サ
イ
ズ
の
紙

に
、
色
や
素
材
、
形
状
が
よ
く
分
か
る
よ

う
な
デ
ザ
イ
ン
画
を
描
い
て
、
説
明
文
、

エ
ン
ト
リ
ー
シ
ー
ト
を
添
え
て
都
市
整
備

課
へ
郵
送
ま
た
は
直
接
お
持
ち
く
だ
さ
い

（
作
品
内
に
応
募
者
名
は
記
入
し
な
い
で

く
だ
さ
い
）。
エ
ン
ト
リ
ー
シ
ー
ト
は
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き

ま
す
。
応
募
い
た
だ
い
た
デ
ザ
イ
ン
画
は

返
却
し
ま
せ
ん
。

応
募
締
切　
６
月
28
日
㈮　
※
直
接
持
ち

込
み
の
場
合
は
午
後
５
時

審
査
・
評
価
基
準　
▼
機
能
性
、
芸
術
性

ラ
ブ
ベ
ン
チ
デ
ザ
イ
ン
コ
ン
ペ

２
０
１
９

は
も
と
よ
り
、
座
っ
た
2
人
の
愛
が
深
ま

る
よ
う
な
工
夫
を
凝
ら
し
た
も
の
で
あ
る

こ
と
▼
既
設
の
ウ
ッ
ド
デ
ッ
キ（
直
径
２・

５
㍍
の
円
盤
状
）
に
設
置
す
る
た
め
、
ベ

ン
チ
の
最
大
外
形
が
１・
２
㍍
以
内
（
高

さ
方
向
は
制
約
な
し
）
で
あ
り
、
ベ
ン
チ

と
し
て
機
能
す
る
大
き
さ
と
形
状
で
あ
る

こ
と
▼
設
置
場
所
の
景
観
に
マ
ッ
チ
し
、

設
置
場
所
一
帯
の
イ
メ
ー
ジ
向
上
や
憩
い

の
場
づ
く
り
に
貢
献
す
る
よ
う
な
提
案
で

あ
る
こ
と
▼
菊
池
公
園
一
帯
の
特
徴
を
と

ら
え
て
い
る
こ
と
▼
ベ
ン
チ
作
成
費
用
に

は
上
限
が
あ
る
た
め
、
優
れ
た
デ
ザ
イ
ン

で
あ
っ
て
も
、
50
万
円
以
内
で
作
成
が
で

き
な
い
と
判
断
し
た
も
の
は
二
次
選
考
か

ら
除
外
し
ま
す
。

賞
金
・
副
賞　
▼�

グ
ラ
ン
プ
リ（
１
作
品
） 

賞
金
20
万
円
（
現
金
15
万
円+

市
内
共

通
商
品
券
５
万
円
相
当
）
副
賞　
菊
池
米

１
年
分
（
60
㌔
）
▼
優
秀
賞
（
２
作
品
）

賞
金
4
万
円
（
現
金
３
万
円
＋
市
内
共
通

商
品
券
１
万
円
相
当
）
▼
学
生
賞
（
３
作

品
）
副
賞　
市
特
産
品
５
千
円
相
当

著
作
権　
受
賞
し
た
応
募
作
品
（
受
賞
作

品
）の
日
本
と
世
界
の
全
て
の
国
の
特
許
、

実
用
新
案
、
意
匠
、
商
標
、
著
作
権
に
関

す
る
全
て
の
権
利
は
主
催
者
に
帰
属
し
ま

す
。
ま
た
、
応
募
者
は
受
賞
作
品
に
関
し

著
作
者
人
格
権
を
行
使
し
な
い
も
の
と
し

ま
す
。
な
お
、右
記
権
利
の
譲
渡
対
価
は
、

主
催
者
規
定
の
受
賞
賞
金
を
も
っ
て
充
て

る
も
の
と
し
ま
す
。
受
賞
作
品
以
外
の
応

募
作
品
の
知
的
財
産
権
は
原
則
と
し
て
応

募
者
に
帰
属
す
る
も
の
と
し
ま
す
。

結
果
発
表　
７
月
中
旬
に
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

に
掲
載
し
ま
す
。

表
彰
式　
11
月
22
日
㈮
を
予
定

　
グ
ラ
ン
プ
リ
受
賞
者
に
は
、
ベ
ン
チ
完

成
ま
で
製
作
に
係
る
監
修
を
し
て
い
た
だ

き
ま
す
。
製
作
費
用
、
機
能
性
、
意
匠
面

か
ら
、
市
に
て
デ
ザ
イ
ン
変
更
を
行
い
製

作
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
発
表

後
で
あ
っ
て
も
不
正
が
確
認
さ
れ
た
場
合

は
取
り
消
す
場
合
が
あ
り
ま
す
。

問
●申
都
市
整
備
課
都
市
整
備
係

　
☎（
25
）７
２
４
２
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イ
ベ
ン
ト

相
談ひ

と
り
で
悩
ま
な
い
で

男
女
共
同
参
画
専
門
委
員
相
談

　
夫
や
妻
、
恋
人
な
ど
身
近
な
人
か
ら
の

も
の
忘
れ
相
談
会

　
専
門
の
医
師
、
職
員
に
よ
る
相
談
会
で

す
。家
族
か
ら
の
相
談
も
受
け
付
け
ま
す
。

要
予
約
。
秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。

と　
き　
５
月
28
日
㈫

　
　
　
　
午
後
１
時
30
分
～
４
時

と
こ
ろ　
市
本
庁
舎
１
階
高
齢
支
援
課

問
●申
高
齢
支
援
課
地
域
包
括
支
援
係

　
☎（
25
）７
２
１
６

納
税
相
談
夜
間
窓
口
を

開
設
し
ま
す（
本
庁
舎
の
み
）

と　
き　
５
月
27
日
㈪
～
31
日
㈮

　
　
　
　
～
午
後
８
時

と
こ
ろ　
市
本
庁
舎
１
階
税
務
課
徴
税
係

問
税
務
課
徴
税
係　
☎（
25
）７
２
０
８

認
知
症
介
護
家
族
の
つ
ど
い

と　
き　
５
月
22
日
㈬

　
　
　
　
午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分

と
こ
ろ　
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

内　
容　
茶
話
会
・
介
護
ミ
ニ
講
座
な
ど

問
高
齢
支
援
課
地
域
包
括
支
援
係

　
☎（
25
）７
２
１
６

無
料
法
律
相
談
会

と　
き　
５
月
13
日
㈪　
午
前
10
時
～
午

後
３
時
（
午
後
2
時
30
分
ま
で
受
付
）

と
こ
ろ　
熊
本
地
方
・
家
庭
裁
判
所
山
鹿

支
部
（
山
鹿
市
山
鹿
２
８
０
）

相
談
担
当
者　
弁
護
士
、
民
事
・
家
事
調

停
委
員
、
法
務
局
職
員

相
談
内
容　
民
事
・
刑
事
の
法
律
問
題
、

破
産
問
題
、
離
婚
・
相
続
な
ど
の
問
題
、

登
記
、
人
権
問
題
な
ど

問
熊
本
地
方
・
家
庭
裁
判
所
山
鹿
支
部　

　
☎
０
９
６
８（
44
）５
１
４
１

投票所
選挙当日有権者数（人） 投票者総数（人） 投票率（％）
男 女 計 男 女 計 男 女 計

第 1 熊本県県北広域本部 1,008 1,169 2,177 401 484 885 39.78 41.40 40.65 
第 2 ふれあい交流センター 664 754 1,418 385 394 779 57.98 52.25 54.94 
第 3 菊池市役所庁舎 1,878 2,135 4,013 777 870 1,647 41.37 40.75 41.04 
第 4 文化会館小ホール 1,266 1,510 2,776 505 591 1,096 39.89 39.14 39.48 
第 5 藤田公民館 528 599 1,127 281 320 601 53.22 53.42 53.33 
第 6 水源支館 387 412 799 199 201 400 51.42 48.79 50.06 
第 7 水迫里山の家 223 216 439 124 119 243 55.61 55.09 55.35 
第 8 龍門体育館 326 362 688 193 198 391 59.20 54.70 56.83 
第 9 迫間支館 513 566 1,079 303 296 599 59.06 52.30 55.51 
第 10 西部市民センター 1,374 1,441 2,815 540 554 1,094 39.30 38.45 38.86 
第 11 花房小学校体育館 727 828 1,555 346 377 723 47.59 45.53 46.50 
第 12 戸崎支館 636 750 1,386 316 349 665 49.69 46.53 47.98 
第 13 七城老人福祉センター 436 488 924 210 221 431 48.17 45.29 46.65 
第 14 七城公民館 596 641 1,237 276 276 552 46.31 43.06 44.62 
第 15 七城体育館 540 669 1,209 290 327 617 53.70 48.88 51.03 
第 16 リバーサイドパーク 469 500 969 213 235 448 45.42 47.00 46.23 
第 17 岩本公民館 451 448 899 259 254 513 57.43 56.70 57.06 
第 18 高柳集落センター 380 407 787 182 200 382 47.89 49.14 48.54 
第 19 旭志小学校体育館 518 572 1,090 249 250 499 48.07 43.71 45.78 
第 20 川辺コミュニティセンター 480 534 1,014 223 232 455 46.46 43.45 44.87 
第 21 泗水支所 1,507 1,719 3,226 645 760 1,405 42.80 44.21 43.55 
第 22 泗水東小学校体育館 895 992 1,887 365 364 729 40.78 36.69 38.63 
第 23 泗水西小学校体育館 705 783 1,488 339 336 675 48.09 42.91 45.36 
第 24 泗水Ｂ＆Ｇ海洋センター体育館 1,675 1,768 3,443 494 519 1,013 29.49 29.36 29.42 
第 25 泗水第２体育館 987 1,004 1,991 289 293 582 29.28 29.18 29.23 

合　　計 19,169 21,267 40,436 8,404 9,020 17,424 43.84 42.41 43.09 

▼熊本県議会議員菊池市選挙区一般選挙　投票集計表

菊池市選挙区一般選挙

市民の選択、ここに決まる！

　任期満了に伴う熊本県議会議員菊池市選挙区一般選挙が４月 7 日にあり、
即日開票され前

ま え

川
か わ

收
おさむ

さんが当選しました。
　投票は同日午前７時から午後７時まで、市内 25 カ所の投票所であり、開票
作業を午後８時 30 分から菊池市総合体育館メインアリーナで行いました。
　候補者別の得票数と投票所別の投票率は、次のとおりです。

開
票
結
果

問
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局　
☎（

25
）７
２
０
１

▼候補者別得票数

候補者名
（届出順・敬称略） 得票数（票）

前川　おさむ 13,513

出口　慎太郎 3,619

▼投票率・投票数

投票率 (%) 43.09

有効投票数（票） 17,132

無効投票数（票） 292

熊本県議会議員
各支所の問い合わせ先
七城支所 ☎ (25)1000
旭志支所 ☎ (25)3330
泗水支所 ☎ (25)2001

記号の説明
問…問い合わせ先　●申…申込先　☎…電話番号
Ⓕ…ファクス　Ⓜ…メールアドレス　Ⓗ…ホームページ

菊池市の市外局番　0968
菊池市役所の住所
〒861-1392 菊池市隈府888番地

費用の記載がないものは基本的に無料です 菊池市ホームページ　https://www.city.kikuchi.lg.jp/

　
職
業
訓
練
に
よ
る
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
を
通

じ
て
早
期
就
職
を
実
現
す
る
た
め
に
、
国

が
支
援
す
る
制
度
で
す
。

※
テ
キ
ス
ト
代
な
ど
は
自
己
負
担
。

　
条
件
を
満
た
す
と
、
雇
用
保
険
な
ど
を

受
け
な
が
ら
受
講
で
き
ま
す
。

科　
目　
溶
接
加
工
科
、
電
気
設
備
サ
ー

ビ
ス
科
、
生
産
設
備
保
全
技
術
科
、
住
宅

リ
フ
ォ
ー
ム
科
、
ビ
ル
設
備
サ
ー
ビ
ス
科

訓
練
場
所　
合
志
市
須
屋

募
集
期
間　
５
月
７
日
㈫
～
５
月
30
日
㈭

訓
練
期
間　
７
月
２
日
㈫
～
12
月
25
日
㈬

問
●申
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
菊
池　
訓
練
担
当

　
☎（
24
）８
６
２
５

職
業
訓
練
コ
ー
ス

泗
水
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー

幼
児
水
泳
教
室
受
講
生
募
集

と　
き　
６
月
11
日
㈫
～
７
月
16
日
㈫

毎
週
㈫
（
全
６
回
）
午
後
３
時
～
４
時

と
こ
ろ　
泗
水
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー
プ

ー
ル

対
象
者　
市
内
未
就
学
児
の
年
中
・
年
長

募
集
人
員　
20
人
（
先
着
順
）

申
込
期
限　
５
月
31
日
㈮

内　
容　
水
慣
れ
、
顔
付
け
、
水
泳

参
加
費　
１
５
０
０
円

指
導
者　
坂さ

か
田た

は
る
み
（
文
部
科
学
省
認

定
コ
ー
チ
）

問
●申
社
会
体
育
課　
☎   （
25
）７
２
３
４　

試
験
の
種
類　
❶
大
学
卒
業
程
度（
行
政
、

警
察
行
政
、
教
育
行
政
、
心
理
判
定
員
、

総
合
土
木
、
建
築
、
電
気
、
化
学
、
農
学
、

林
学
、畜
産
、水
産
）
❷
免
許
資
格
職
（
社

会
福
祉
、
管
理
栄
養
士
、
保
健
師
）
❸
民

間
企
業
等
経
験
者
（
行
政
）
❹
警
察
官
Ａ

受
付
期
限　
❶
❷
❸
５
月
10
日
㈮　
❹
５

月
31
日
㈮
※
当
日
消
印
有
効

第
１
次
試
験
日　
❶
❷
❸
６
月
23
日
㈰　

❹
７
月
14
日
㈰

　
資
格
や
申
込
方
法
な
ど
詳
し
く
は
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
県
人
事
委
員
会
事
務
局

　
☎
０
９
６（
３
３
３
）２
７
３
３

熊
本
県
職
員
・
警
察
官

採
用
試
験

　
令
和
元
年
度
に
第
３
回
市
民
劇
の
開
催

を
予
定
し
て
お
り
、
実
行
委
員
、
ス
タ
ッ

フ
、
劇
団
員
（
子
ど
も
、
大
人
）
を
募
集

し
て
い
ま
す
。
ふ
る
さ
と
の
歴
史
、
文
化

を
後
世
に
伝
え
る
た
め
、
一
緒
に
市
民
劇

を
作
り
上
げ
ま
せ
ん
か
。

問
●申
市
民
劇
実
行
委
員
会
代
表　
隈く
ま
部べ

　
☎
０
９
０（
８
８
３
４
）１
１
７
２

市
民
劇
に
参
加
し
ま
せ
ん
か

暴
力
や
ス
ト
ー
カ
ー
行
為
、
パ
ワ
ハ
ラ
、

性
別
に
よ
る
不
当
な
差
別
や
嫌
が
ら
せ
な

ど
の
悩
み
に
対
す
る
相
談
（
今
月
は
カ
ウ

ン
セ
ラ
ー
）
を
受
け
ま
す
。
要
予
約
。

と　
き　
５
月
15
日
㈬

　
　
　
　
午
後
１
時
30
分
～
４
時
30
分

と
こ
ろ　
市
本
庁
舎
2
階
相
談
室
22

問
●申
男
女
共
同
参
画
推
進
課

　
☎（
25
）７
２
１
０

ま
ち
の
保
健
室

　
熊
本
県
看
護
協
会
菊
池
支
部
と
共
同
で

実
施
し
ま
す
。
ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

と　
き　
５
月
25
日
㈯　

　
　
　
　
午
後
２
時
～
4
時

と
こ
ろ　
七
城
温
泉
ド
ー
ム

内　
容　
血
圧
・
体
脂
肪
測
定
、
超
音
波

に
よ
る
骨
の
強
度
推
測
、
健
康
相
談
、
介

護
相
談
ほ
か　

問
七
城
温
泉
ド
ー
ム　
☎（
26
）４
８
０
０
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　タイで古くから伝わるルーシーダットン（仙人体操）と、
２人で行うタイ古式マッサージを試してみませんか。力
がない人や体が硬い人でも大丈夫です。
と　き　仙人体操　５月17日㈮　午前10時～11時
　　　　タイマッサージ　５月18日㈯　午後2時～4時
ところ　中央公民館和室（隈府872番地）
参加費　仙人体操　500円／人
　　　　タイマッサージ　千円／人
問●申タイマッサージ３　金

か ね

子
こ

　☎090（９８５５）１３０６

仙人体操＆タイマッサージ教室

　子育てママ講師たちによるレッスンです。初めての方
もお気軽に遊びに来てください。完全予約制。
と　き　 5月13日㈪  午前10時30分～午後0時30分
ところ　 中央公民館和室(隈府872番地)
参加費　 3,500円（親子一組）
持参物　 ヨガマットまたはバスタオル
対　象　 生後2カ月以上の赤ちゃん（予防接種後24時間
　　　　  以内のベビーマッサージは控えてください）
問●申 RTA指定スクール フワフワ　川

かわ

中
なか

えりか
☎090(2854)2869　Ⓜbaby.fwfw31@gmail.com

ベビーマッサージ×産後ヨガイベント

　養生伝承館の2階をリニューアル。開設記念として、
写真展を開催します。熊本市の助産師・村

む ら

上
か み

恵
え

里
り

さんが
取り上げたお産のドキュメンタリー。母子が本来持って
いる誕生の力や家族の在り方を見つめなおした家族の
誕生の記憶を展示します。
と　き　～5月27日㈪　午前11時～午後4時
休館日　毎週㈪
ところ　養生伝承館（泗水町吉富３１８３）
問●申養生伝承館　☎0968(38）4175
児

こ

島
じま

☎080（6685）6699/ 岡
おか

田
だ

☎080（5025）7436

養生伝承館2階｢いのちミュージアム｣開設記念
児

こ

島
じ ま

由
ゆ

季
き

子
こ

写真展「めぐるいのち－誕生の記録」

と　き　６月４日㈫～９月７日㈯の毎週㈫㈯
　　　  午後５時30分～６時30分
ところ　菊池市営菊池プール　対象者　満４歳～12歳
定　員　150人（先着順）※定員になり次第申込終了
月会費　3千円/人、 兄弟姉妹は2,500円/人
　　　　（別途保険料として１人800円が必要です）
受付期間　５月21日㈫～24日㈮　午後6時～7時
受付場所　菊池市営菊池プール
問●申菊池市水泳協会　和

わ

田
だ

　☎080（5202）4754
　　　　　　　　　　荒

あ ら

木
き

　☎090（2711）6699

菊池スイミングスクール参加者募集！

　ひまわり合唱団やイロゾジョビ女声合唱団、コールひ
だまりがコンサートを行います。スペシャルゲストには
ボビー江頭さんも登場。ぜひお越しください。
と　き　5月18日㈯　午後6時30分開場、7時開演
ところ　泗水ホール（泗水町福本242番地1）
※入場無料ですが、会場の客席確認のため、ご来場のお客
さんは次の場所でチケットをお求めください。
チケットの取り扱い　菊池市文化会館、泗水ホール、つ
いんスター
問●申芳

は

賀
が

　☎080(3282）7931

旭志より発信！「音楽交流会」コンサート

　出会いを求めている皆さん、ぜひご参加ください。多
数の申し込みをお待ちしています。店へのお問い合わ
せはご遠慮ください。
と　き　5月19日㈰  午後2時～
ところ　カフェ凛ダイニング(隈府861番地1)
参加費　男性3千円　女性2千円
※�参加人数が少ない場合、婚活パーティーを開催できな

い場合があります。お問い合わせは中
な か

尾
お

まで。
問●申中尾　☎080（5203）1586　

楽しい婚活パーティーに参加しませんか?

　
　空き家の管理、処分、相続、遺言など。不動産のこと
で気になることやお悩みはありませんか？どんなことで
も気軽に相談してください。不動産解決のプロが対応し
ます。
と　き　5月18日㈯　午前10時～午後4時
　　　　（1組1時間で限定4組、先着順）
ところ　コーエイ不動産（野間口338－1）
参加費　無料
問●申コーエイ不動産　岩

い わ

下
し た

　☎０９６８（２３）７１００

不動産なんでも相談会

　４月から新しく小学生クラスをスタートしています。
2020年の英語教育改革により、これからますます自分
の意見を英語で伝える能力が求められます。この春、ロ
ンドン・アイ・イングリッシュで一緒に始めてみませんか？
無料体験レッスン実施中♪♪
と　き　毎週㈭　午後5時30分～6時30分
ところ　ロンドン・アイ・イングリッシュ（菊池郵便局前）
月　謝　4千円/人（入会金なし）
問●申ロンドン・アイ・イングリッシュ
☎090(9724)3640 Ⓗwww.londonienglish.com

新しい英会話クラスをスタートします！

※�市民の広場は市民が投稿するコーナーです。行政情報で
はありません。ご不明な点などありましたら各問い合わせ
先へご連絡ください。

※�投稿は随時募集しています。詳しくは市長公室広報交流係
までお問い合わせください。

　☎0968（25）７２５２　 Ⓜkouhou@city.kikuchi.lg.jp

　ホタルの季節を迎え、オープ
ニングイベントとして実施。人
気タレントの水

みな

上
かみ

清
きよ

乃
の

さんを司
会に招いて開催します。特産品
を取りそろえ、多くの皆さんの
お越しをお待ちしています。

　菊池の特産品「菊池水田ごぼう」が、今年3月に
地域の農林水産物や食品のブランドを守る地理的
表示（GI）保護制度に登録されました。当日は飲食・
特産品販売ブースの出店やステージイベント、収穫
体験（先着30人）など、楽しい催しを企画しています。

※�ホタルの見頃よりも早い開催になるため、フェスタ当日
のホタル観賞会はありません。

【主催】 旭志ホタルフェスタ実行委員会
問商工観光課 ☎0968（25）7223

【主催】 菊池水田ごぼうGI登録記念菊池新緑うまい
もん祭り実行委員会
問 JA菊池営農部園芸課北営農センター
　☎0968（24）1141

と　き   ５月11日㈯ ※荒天による順延なし

　　　午後５時30分～８時30分
と　き   ５月12日㈰ ※雨天決行

　　　午前10時～午後3時
ところ  道の駅旭志 旭志村ふれあいセンター ところ  菊池市ふるさと創生市民広場 

vol.26

【 

問
い
合
わ
せ
先 

】

企
画
振
興
課 

☎
０
９
６
８（
25
）７
２
５
０

南海日日新聞
平成30年5月14日㊨
平成30年11月20日㊧

菊
池
の
素
材
を
フ
ル
活
用
し
て

新
た
な
魅
力
を
提
案
し
た
い

観
光
プ
ロ
モ
ー
タ
ー

岩い
わ

本も
と 

晃あ
き

彦ひ
こ

さ
ん

市
で
活
動
す
る
地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
各
自
の
取
り
組
み
を
報
告
し
ま
す
。

←フェイスブック QRコード
菊池市  協力隊

ホタル観賞の見頃は5月25日頃が予想されています。

午後２時からは くまモンが登場！

【お詫びと訂正】 広報きくち4月号の「市民の広場」で誤りが
ありました。正しくは次のとおりです。お詫びして訂正します。
●第１回春の山菜祭
　問●申重味青空楽市　☎090（1348）8878 
●フォークデュオワルツ・新緑コンサートinつばき庵
　料金　4,000円／人

　

菊
池
の
歴
史
的
な
資
源
を
ア
ピ
ー
ル

す
る
た
め
、西
郷
隆
盛
と
菊
池
の
縁
に
着

目
し
た
企
画
展
を
実
施
。
全
国
媒
体
の

ネ
ッ
ト
ニ
ュ
ー
ス
や
新
聞
に
４
度
掲
載

さ
れ
、鹿
児
島
か
ら
の
ツ
ア
ー
バ
ス
誘
致

や
西
郷
隆
盛
フ
ァ
ン
が
全
国
か
ら
菊
池

を
訪
問
す
る
な
ど
、想
像
を
超
え
る
反
響

が
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、菊
池
の
音
楽
家

の
コ
ン
サ
ー
ト
を
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
。民
泊

施
設
の
ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン
と
食
を
コ
ラ
ボ

し
た
音
楽
会
は
毎
回
好
評
で
す
。

　

昨
年
か
ら
は
、
市
民
が
企
画
し
た
イ

ベ
ン
ト
の
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
や
ア
ド
バ
イ

ザ
ー
と
し
て
も
携
わ
っ
て
い
ま
す
。新
メ

ニ
ュ
ー
の
開
発
や
、竹
材
を
活
用
し
た
商

品
も
考
案
。
４
月
か
ら
は
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ

ン
と
し
て
関
わ
っ
た「
箱
庭
で
蘇
る
桜
座
」

と「
重
味
山
菜
祭
り
」が
、市
民
の
主
導
の

下
、開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。ま
た
、ダ
ラ
イ・

ラ
マ
に
お
む
す
び
を
振
る
舞
い
、日
本
の

マ
ザ
ー
テ
レ
サ
と
い
わ
れ
た
佐さ

藤と
う

初は
つ

女め

さ
ん
に
関
連
し
た
企
画
も
準
備
中
で
す
。

　
任
期
は
残
り
１
年
。市
民
と
協
力
し
菊

池
を
盛
り
上
げ
な
が
ら
、自
身
の
進
路
を

見
据
え
た
活
動
も
行
っ
て
い
き
ま
す
。
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市内の各小中学校で行われているさまざまな取り組
みをピックアップしてご紹介します。

問学校教育課　☎ 0968(25)7231

市内３高校の魅力を伝えます！

七城中学校
学式で49人が新たなスタート入４月９日

新入生代表誓いの言葉は中
なか

川
がわ

夏
か

帆
ほ

さん。「自覚と誇りを持ち、実り
ある中学校生活を送ります」と述べました

　入学式が行われ、新入生49人が新たな門出を迎
えました。担任が生徒の名前を一人ずつ呼ぶと、元
気な返事が体育館に響きました。在校生代表の言
葉は３年の本

ほん

田
だ

昴
あきら

さん。「困ったことがあれば遠慮
せずに先生や先輩たちに聞いてください。七城中
の伝統を一緒に発展させましょう」と結びました。

　平成30年度の卒業生51人が、卒業の記念制作
を学校に贈りました。昨年５月に中央図書館のワー
クショップとして絵本作家のよしながこうたくさん
が泗水東小を訪問した際、当時５～６年生の児童と
一緒にマスコット「あはこなうんちゃん」を作成。児
童のアイデアから、卒業制作としてパネル化しました。

３月２０日

パネルを縁取る額は、児童と担任が彫った花が配置されたもの。
作品を温かく包んでいます

業生から素敵な贈り物卒
泗水東小学校

　花房公民館や出田資源保全会、花房小が中心と
なって「花房あぜ道ウオーク」が開催されました。
児童や地域住民ら60人以上が参加。びわ池や木柑
子の英古墳、広瀬排水樋門など約４㎞を歩きました。
菊池電車の旧広瀬駅では、現役当時の写真を展示。
花房の歴史を知る一日となりました。

３月９日

ホタルの生息地では幼虫を発
見し、歓声が上がりました

花房に伝わる昔話「かっぱ膏薬」
の紙芝居

房で歴史探検花
花房小学校

　児童数増加に伴う校舎増築で落成した新校舎。
授業参観と併せて内覧会を開き、保護者や地域の
人などにお披露目しました。校舎を建築していた期
間、児童は工事や建築関係者らさまざまな分野の
人と交流。働くことや、一つのものを多くの人が助
け合って完成させることの大切さを学習しました。

３月３日

宮大工が手掛けた校舎は、ヒノ
キの香りがします

落成した新校舎。約１年間かけ
て建築しました

成した新校舎の内覧会落
菊之池小学校

vol.57

問い合わせ先 ☎0968（25）3175

菊池南中学校
り良い学校生活のためによ３月19日

新設した地域活動委員会では清掃や募金活動、地域イベントの参
加など、地域に結びついたボランティア活動を行います

　生徒と南中がともに発展できる学校生活を目指
し、臨時生徒総会を開きました。この日の議題は「委
員会の再編」。現在９ある委員会を分割・新設して
14に再編し、生徒自身に自分の役割をさらに深め
てもらう狙いがあります。「一人ひとりが輝ける南中」
を目指し、生徒会は活動を続けていきます。

　

県
内
の
商

業
関
係
学
科

に
通
う
生
徒

の
中
か
ら
選

ば
れ
た
２
年

生
の
可か

徳と
く

一い
ち

翔か

さ
ん
が
昨
年
の
12
月
６
日

か
ら
４
日
間
の
日
程
で
香
港
の
海
外
研
修

に
参
加
し
ま
し
た
。

　

商
業
施
設
の
見
学
で
は
現
地
の
商
品
を

調
査
。
ま
た
、
聖シ

ョ
ン

公コ
ン

會フ
ェ
イ

蔡チ
ャ
イ

功ゴ
ン

譜プ
ゥ

中
学
校

と
の
交
流
会
で
は
生
徒
と
親
睦
を
深
め
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

可
徳
さ
ん
は
「
交
流
会
は
と
て
も
楽
し

く
、
時
間
が
過
ぎ
る
の
が
早
く
感
じ
ま
し

た
。
香
港
に
は
日
本
の
商
品
が
た
く
さ
ん

並
ん
で
い
て
、
日
本
の
自
動
車
も
た
く
さ

ん
走
っ
て
い
ま
し
た
。
日
本
と
香
港
の
関

係
は
と
て
も
密
接
で
あ
る
と
思
い
ま
し
た
。

充
実
し
た
４
日
間
を
過
ご
す
こ
と
が
で
き

ま
し
た
」
と
感
想
を
述
べ
ま
し
た
。

　

今
年
は
５
月
11
日
㈯
に
本
校
グ
ラ
ウ
ン

ド
で
実
施
予
定
で
す
。
菊
高
体
操
や
菊
高

音
頭
な
ど
の
伝
統
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
も
予
定

し
て
い
ま
す
。
気
軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

　

そ
の
よ
う
な
状
況
で
、
今
年
２
月
に
大

分
県
別
府
市
で
行
わ
れ
た
九
州
高
等
学
校

選
抜
剣
道
大
会
で
は
西に

し

村む
ら

花か

澄す

美み

さ
ん

（
現
３
年
）
が
女
子
個
人
戦
に
出
場
。
１

月
に
行
わ
れ
た
県
下
高
等
学
校
剣
道
大
会

兼
全
国
高
等
学
校
選
抜
剣
道
大
会
で
は
男

子
団
体
ベ
ス
ト
８
に
入
る
な
ど
、
少
し
ず

つ
で
は
あ
り
ま
す
が
活
気
を
取
り
戻
し
つ

つ
あ
り
ま
す
。

　

部
訓
『
剣
風
徹
真
（
す
べ
て
に
お
い
て

「
真
」
の
心
に
徹
す
れ
ば
「
自
ず
」
と
剣

の
道
は
拓
か
れ
る
）』
の
も
と
、
地
域
に

根
ざ
し
た
部
活
動
と
し
て
菊
池
に
貢
献
で

き
た
ら
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

今
年
は
、
18
年
ぶ
り
に
熊
本
県
で
全
国

高
等
学
校
総
合
体
育
大
会
剣
道
競
技
大
会

が
開
催
さ
れ
ま
す
。
地
元
開
催
の
出
場
権

を
獲
得
で
き
る
よ
う
、
頑
張
り
ま
す
。

　

創
部
67
年
に
な
る
剣
道
部
。
過
去
に
イ

ン
タ
ー
ハ
イ
出
場
や
国
体
熊
本
県
代
表
、

全
日
本
剣
道
選
手
権
大
会
準
優
勝
の
О
Ｂ

を
輩
出
す
る
な
ど
、
多
く
の
先
輩
が
全
国

各
地
で
活
躍
し
て
い
ま
す
。
現
在
は
３
年

生
４
人
と
２
年
生
５
人
が
在
籍
し
、
新
１

年
生
７
人
が
入
部
予
定
。
計
16
人
で
活
動

し
て
い
ま
す
。
近
年
は
部
員
不
足
に
悩
ま

さ
れ
、
男
女
と
も
に
単
独
で
大
会
に
出
場

で
き
な
い
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。

ボート競技の指導者をお招きして
講演会を開催します

　菊池高校同窓会の「菊朋会」では毎年、
教育に関する講演会を開催しています。今
年はボート競技の指導者である井

い

手
で

勝
かつ

敏
とし

さ
んをお招きして、ボート競技について語って
いただきます。
　井手さんは学生時代に全国優勝を経験
し、世界大会でも活躍。愛媛県で高校の教
職に就いてからは、数多くのボート競技の
選手を育成している有名な指導者です。
　今年の夏は南部九州インターハイが開催
され、菊池市斑蛇口湖ボート場では８月１７
日㈯～２０日㈫までボート競技が行われます。
ボート競技について知る良い機会になると
思いますので、市民の皆さんもぜひお越し
ください。

６月７日㈮
午後２時～３時30分
菊池高校
無料

と　 き

ところ
参加費

訪問先の中学校ではダンスで交流

九州高等学校選抜剣道大会に出場した現３年生の西
にし

村
むら

花
か

澄
す

美
み

さん

昨年の菊翔祭体育の部

井
い

手
で

勝
かつ

敏
とし

さん

商業科２年

可
か

徳
とく

一
いち

翔
か

さん
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限りある紙面、でも掲載できないのはもったいない！
トピックス＋プラスでは、まちの出来事などをダイジェストでお知らせします。

※ホームページにもまちの話題を掲載しています。ぜひご覧ください。
　市ホームページ　http://www.city.kikuchi.kumamoto.jp/

■３月14日　菊池市かわまちづくり
地域と連携して河川とまちを整備

　国土交通省の「かわまちづくり」支援
制度に本市の計画が登録され、市役所
で伝達式が行われました。隈府市街地
と玉祥寺の間を流れる迫間川を活用し
た計画で、今後、フットパスや水辺のア
クセス路などの検討が進められます。

登録証を持つ江頭市長（中央）と検討協議会
委員や国土交通省など関係者の皆さん

■３月14日　KDSグループ
子どもたちを交通事故から守りたい

　KDSグループ（永
な が

田
た

佳
よ し

子
こ

代表取締役）
が、市内小学校の新入生へ傘450本を
贈呈しました。雨天時の交通事故から
子どもたちを守るために実施しており
今年で6回目。本市のほかにも、県内市
町村へ約１万１千本贈呈されています。

「日本を支える大切な命を、交通事故から守
っていきたい」と語る永田代表取締役

■３月１６日　幻の都 城下町菊池
南北朝時代を再現した絵を解説

　3月末で地域おこし協力隊を退任す
る橋

は し

本
も と

眞
し ん

也
や

さん（岡）が中央公民館で講
演会「菊池武光公時代の菊池・真の姿」
を開催。橋本さんは50点以上にわたる
絵画連作「幻の都 城下町菊池」を制作
しており、今後も発信していく予定です。

絵画を用いながら、武光が生きた時代の菊
池や取材エピソードなどを語りました

■３月１８日　消防団協力事業所
災害発生時の協力体制の充実を

　平成25年度から市が認定を行ってい
る「消防団協力事業所表示制度」。新た
に世紀建設㈱（野

の

村
む ら

政
ま さ

史
ふ み

代表取締役）を
認定し、市役所にて表示証交付式を行
いました。今後、災害発生時の協力体
制の充実が期待されます。

左から江頭市長、野村代表取締役、赤
あか

星
ほし

和
かず

彦
ひこ

菊池市消防団長

■３月１６日　旭志図書館感謝祭
これまでの利用に感謝を込めて

　旭志多目的研修センターの改修工事
に伴い休館する旭志図書館の利用者に
感謝を込めて実施。絵本作家の長

は

谷
せ

川
が わ

義
よ し

史
ふ み

さんを招いてのワークショップやクッ
キー作り教室などが行われ、100人を
超える来場者でにぎわいました。

長谷川さん（中央）と来場者で記念撮影も行
いました

■３月１４日　教育論文表彰式
活気を感じる力作ぞろい

　市教育委員会が主催。計58点の教
育論文はどれも力作ぞろいで、本市の
充実した教育の一端をうかがうことが
できました。学校論文の部では戸崎小
学校、個人論文の部では七城小学校の
藤
ふ じ

田
た

圭
け い

教諭が教育長賞を受賞しました。

表彰を受ける戸崎小学校の上
うえ

原
はら

正
まさ

士
し

教諭㊧

■２月23日　フューチャーラボKIKUCHI
若者が輝くまちづくりを目指して

　9月から実施してきた「フューチャーラボ
KIKUCHI」の受講生による事業プラン発表
会を開催。受講生からは数多くの魅力ある
プランの発表がありました。実現に向けてす
でに動き始めている事業プランも多く、今後
の展開が期待されます。

「修了証」を持ち笑顔を見せる受講生の皆さ
んと特別講義を実施した指

さし

出
で

一
かず

正
まさ

さん（左上）

■２月２４日　「域学連携」事業活動報告
みんなで連携して考えよう

　「域学連携」地域づくり実行委員会が
生涯学習センターで活動報告会を開
催。東海大学によるヤーコンを活用し
たまちづくりや、県立大学による田島
地区の今後についての報告などがあり、
活発な意見交換が行われました。

大学・高校・地域づくり団体が互いのアイデ
アを出し合い、連携して活動しています

部長の平
ひら

川
かわ

愛
え

己
み

奈
な

さんは「ライバル校を超
えるように頑張りたい」と抱負を述べました

■２月２７日　玉祥寺このみや踊り
約560年も続く民俗芸能

　玉祥寺の春日神社境内で開催。女装
した男性2人が太鼓を叩きながら踊る
民俗芸能で、神の前で豊作を祈願する
新春行事として伝わっています。境内
ではたき火がたかれ、訪れた人に甘酒
やおにぎりが振る舞われました。

「良い体験でした」と語った踊り手の冨
とみ

田
た

浩
ひろ

徳
のり

さん（玉祥寺）と松
まつ

永
なが

伸
しん

護
ご

さん（玉祥寺）

■２月２６日　菊池教育会里仁賞
小中学生の善行をたたえて表彰

　菊池教育会（木
き

原
は ら

昭
しょう

三
ぞ う

会長）が菊池
郡市の小中学生の善行をたたえ表彰し
ました。市内からは栗

く り

山
や ま

温
あ つ

さん（泗水小
6年）、古

ふ る

田
た

大
だ い

智
ち

さん（菊池南中2年）が
受賞。木原会長は「思いやりを持ち、良
い世の中を創ってほしい」と話しました。

表彰状を持つ栗山さん（前列左から2人目）と
古田さん（前列右から2人目）

■３月１１日　隈府小学校
触って学んでプログラミング

　令和２年度のプログラミング教育必
修化に向けた教育環境づくりの一環と
して開催しました。㈱ソフトバンクの人
型ロボット「Pepper」を活用しプログラ
ミングに挑戦。「Pepper」の動きや発
言に児童は歓声を上げていました。

参加した児童は「難しかったけれど、プログラ
ミングが作れて楽しかった」と話しました

　本市七城町出身で劇団ゼーロンの会
代表の上

う え

村
む ら

清
き よ

彦
ひ こ

さんが、母校である菊
池高校で演劇部を指導。演劇部６人が
フィジカルトレーニングやハミング、笑
いといった表現のトレーニングなど、演
劇の基礎を学びました。

プロが演技を直接指導
■２月２５日　菊池高校演劇部

■３月１１日　熊本県トラック協会
市内小中学生に交通安全用品を贈呈

　県トラック協会菊池支部（藤
ふ じ

木
き

徳
の り

昭
あ き

支
部長）が市内の小中学生に反射材付き
巾着袋を贈呈。同会が社会貢献事業と
して毎年行っており今年で10回目。藤
木支部長は「子どもにとって安全で暮ら
しやすい道を目指したい」と話しました。

目録を持つ中
なか

島
しま

綱
こう

紀
き

菊池教育事務所長㊧と
藤木支部長（中央）、下

しも

川
かわ

公
こう

一
いち

郎
ろう

副支部長㊨
お菓子へのこだわりや思いを語り、お互いに
試食や意見交換を行う参加者

児童からは「成長を見守ってもらいうれしか
った」といった感謝の言葉が伝えられました

■３月１２日　泗水東小学校
ワンダーぶんこが卒業生へエール

　泗水東小で読み聞かせを行う「ワン
ダーぶんこ」（内

う ち

野
の

さと恵
え

会長）が、同校
を卒業する6年生を送る会を開催。本
の読み聞かせや歌の披露の後「周りの
人を助けられる人になってほしい」など、
心のこもったエールが送られました。

■３月１２日　菊池菓子組合
桜のお菓子で菊池を満開にしたい

　きくち観光物産館と菊池菓子組合が
試食会を開催しました。菊池市ふるさ
と創生市民広場の完成に合わせ、菊池
の桜のPRを目的に企画。10社計28種
類の桜を使ったお菓子が並べられ、会
場は一足先に満開となりました。

■３月１３日　協定調印式
地域社会発展を目的に協定を締結

　菊池市役所で、九州ルーテル学院大
学と包括的連携に関する協定の調印式
が行われました。不登校・いじめなどさ
まざまな問題に直面している児童・生徒
の理解や教師・学校への教育支援、健
康面での連携活動を予定しています。

協定書を持つ江
え

頭
がしら

実
みのる

市長㊧と広
ひろ

渡
わたり

純
じゅん

子
こ

九
州ルーテル学院大学長

■３月１３日　協定調印式
小学校プログラミング教育で連携

　菊池市役所で、熊本高等専門学校と
小学校プログラミング教育に関する協
定の調印式が行われました。令和２年
度から完全実施となるプログラミング
教育にむけて、教職員の指導力向上を
図るなど、連携して準備を進めます。

協定書を持つ江頭市長㊧と荒
あら

木
き

啓
けい

二
じ

郎
ろう

熊本
高等専門学校長㊨

■３月１４日　道の駅泗水養生市場
春の道の駅弁新作発表会

　孔子公園観光交流施設で、弁当の新
作発表会を行いました。春ならではの
食材を使ったお花見弁当や、バランス
を考えたヘルシー志向の弁当など６グ
ループが弁当を出品。価格やポイント
を説明しながら試食が行われました。

参加者は「見た目も鮮やかで味も最高。お花
見が今から楽しみです」と話しました

33 322019 May広報きくち2019 May広報きくち



これまでの記事はホームページでも見ることができます。
▼市長室へようこそ「メッセージ」
https://www.city.kikuchi.lg.jp/q/list/305.html

市長からのメッセージ

江頭　実vol.61

◆
３
月
下
旬
、
満
開
の
桜
の
下
、
待
望
の
市

民
広
場
が
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。
多
目
的

に
使
え
る
大
屋
根
広
場
と
大
型
遊
具
を
設

置
。足
湯
も
拡
大
し
ま
し
た
。中
心
に
は
オ
ー

プ
ン
カ
フ
ェ
を
楽
し
め
る
芝
生
の
空
間
。
大

屋
根
広
場
で
は
各
種
イ
ベ
ン
ト
や
バ
ー
ベ

キ
ュ
ー
も
可
能
で
す
。
◆
市
民
や
多
く
の
観

光
客
に
癒
し
を
感
じ
て
い
た
だ
き
、
本
市
で

の
滞
在
時
間
を
延
ば
す
こ
と
が
狙
い
で
す
。

長
時
間
の
滞
在
は
宿
泊
や
多
く
の
消
費
を
も

た
ら
し
経
済
活
性
化
に
つ
な
が
る
と
期
待
し

て
い
ま
す
。
◆
オ
ー
プ
ン
同
日
「
地
域
お
こ

し
人
サ
ミ
ッ
ト
」
が
本
市
で
開
催
さ
れ
ま
し

た
。「
未
来
を
創
る
財
団
」
が
昨
年
東
京
で

行
っ
た
サ
ミ
ッ
ト
が
好
評
で
あ
っ
た
こ
と
か

ら
、
初
回
の
地
方
開
催
地
と
し
て
本
市
が
選

ば
れ
た
も
の
で
す
。
全
国
で
活
躍
す
る
地
域

お
こ
し
の
プ
ロ
が
一
堂
に
会
し
、
多
く
の
市

民
も
参
加
。
本
市
を
題
材
に
活
発
な
意
見
が

交
わ
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
中
で
本
市
の
も
つ

潜
在
力
と
こ
れ
ま
で
の
取
り
組
み
が
高
く
評

価
さ
れ
、
前
向
き
の
提
言
が
多
く
出
さ
れ
ま

し
た
。「
多
く
の
市
民
が
参
加
で
き
る
よ
う
、

今
後
は
市
民
広
場
の
大
屋
根
広
場
で
開
催
し

て
は
ど
う
か
」
と
の
提
案
も
。
◆
す
ぐ
に
ア

ゴ
ラ
と
い
う
言
葉
を
連
想
し
ま
し
た
。
ア
ゴ

ラ
と
は
ギ
リ
シ
ア
語
で
、
古
代
の
民
主
政
治

が
行
わ
れ
た
「
広
場
」
を
意
味
し
ま
す
。
市

民
参
加
で
ま
ち
づ
く
り
を
考
え
る
場
と
し
て

活
用
さ
れ
れ
ば
、
文
字
通
り
真
の
「
市
民
広

場
」
と
な
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
目

か
ら
鱗
の
新
し
い
化
学
反
応
で
し
た
。

アゴラという市民広場

休日在宅当番医 ※�当番医は変更される場合があります。最新情報は、菊池郡市医師会テレ
ホンサービス（歯科と薬局は除く）☎0968(25)３３００でご確認ください。

2日㈭㉁
まつもと耳鼻咽喉科医院（耳） 菊池市 ０９６８（２３）６１１１
杜の里かねこクリニック（内・胃・外） 菊池市 ０９６８（２３）７５２２

3日㈮㈷
杜の里かねこクリニック（内・胃・外） 菊池市 0968（23）7522
よつば薬局菊池店 菊池市 ０９６８（３６）９３７３

４日㈯㈷
牧診療所（内） 菊池市 0968(25）2317
かつき皮膚科医院（皮） 菊池市 0968（24）5500

５日㈰㈷
古賀医院（内・循・小） 菊池市 0968（38）2222
髙木歯科クリニック 菊池市 0968（25）1963

6日㈪
（振休）

木庭耳鼻咽喉科医院（耳・ア） 菊池市 0968（24）2551
愛薬局 菊池市 ０９６８（２４）２６１９

12日㈰

さとう医院（内・小・消） 大津町 096（293）2550
東熊本第二病院（内） 菊陽町 096（232）3939
柴田整形外科（整・リハ） 合志市 096（346）5500
まつもと耳鼻咽喉科医院（耳） 菊池市 0968（23）6111
髙田歯科クリニック 菊陽町 096（337）7139
きくちハート薬局 菊池市 ０９６８（２３）６１００

19日㈰

清原医院（内・小） 菊池市 ０９６８（３８）２１０６
たしろクリニック（胃・内・肛・ア） 大津町 096（340）3220
緒方整形外科医院（整・リウ・リハ） 合志市 096（248）8181
ちが産婦人科医院（産・婦） 菊陽町 096（232）9131
いちかわ歯科クリニック 菊陽町 096（232）8088
泗水中央薬局 菊池市 ０９６８（３８）６８２０

26日㈰

みやの小児科（小） 合志市 096（248）5800
本多内科胃腸科医院（内） 菊陽町 096（232）2021
あらいクリニック（内・外） 大津町 096（293）2358
いけだ泌尿器科・内科（泌・内） 菊陽町 096（233）1000
ペエ歯科クリニック 菊池市 0968（38）0202

５月１日
㈬㈷

赤星医院（内） 菊池市 0968（25）2738
川口病院（内・外・整） 菊池市 0968（25）2230
菊池こどもクリニック（小） 菊池市 0968（25）1164
菊池中央病院（内・外） 菊池市 0968（25）3141
岸病院（内・循内・胃内・外・整・皮・リハ・肛・麻） 菊池市 ０９６８（３８）２７５０
隈部医院（内） 菊池市 0968（25）2851
後藤整形外科医院（整） 菊池市 ０９６８（２５）２９０６
斎藤産婦人科医院（産・婦） 菊池市 ０９６８（21）１１７７
城間クリニック（整） 菊池市 0968（２５）２５０６
たがみクリニック（内・外・胃） 菊池市 ０９６８（２４）５３５３
田中医院（内・胃内・外） 菊池市 ０９６８（３８）７０７０
西山医院（内・循・小） 菊池市 ０９６８（２５）２５６１
古荘医院（内・小） 菊池市 ０９６８（２５）２０４６
古田医院（循・内） 菊池市 ０９６８（２５）２２８０
牧診療所（内） 菊池市 ０９６８（２５）２３１７
まつもと耳鼻咽喉科医院（耳） 菊池市 ０９６８（２３）６１１１

2日㈭㉁

赤星医院（内） 菊池市 ０９６８（２５）２７３８
岩根クリニック（胃・外） 菊池市 ０９６８（２５）４２３０
川口病院（内・外・整） 菊池市 ０９６８（２５）２２３０
菊池眼科（眼） 菊池市 ０９６８（２５）５６７８
菊池こどもクリニック（小） 菊池市 0968（25）1164
菊池中央病院（内・外） 菊池市 0968（２５）３１４１
岸病院（内・循内・胃内・外・整・皮・リハ・肛・麻） 菊池市 ０９６８（３８）２７５０
清原医院（内・小） 菊池市 0968（38）2106
旭志石田医院（内・循内・神内・小） 菊池市 0968（37）2037
後藤整形外科医院（整） 菊池市 0968（25）2906
城間クリニック（整） 菊池市 0968（25）2506
田中医院（内・胃内・外） 菊池市 0968（38）7070
古荘医院（循・内） 菊池市 0968（25）2046

※５月１日㈬㈷～6日㈪（振休）は菊池市内の病院のみを掲載しています。
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1歳 H30年5月22日生まれ
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ちゃん（○菊 花房台）
2歳 H29年5月1日生まれ
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ちゃん（○菊 上西寺）
2歳 H29年5月30日生まれ
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ちゃん（○菊 花房台）
3歳 H28年5月10日生まれ

佐
さっ

々
さ

佳
か

穂
ほ

ちゃん（○菊 日向）
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1歳 H30年5月16日生まれ
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ももちゃん（○泗 永）
2歳 H29年5月27日生まれ

子育て中の親子が安心して立ち寄ることができる施設を｢赤
ちゃんの駅｣として募集・登録しています。施設一覧はホーム
ページをご覧ください。
問い合わせ先　子育て支援課子育て支援係 ☎0968（25）7214

施設から一言
泗水小校区の子どもたちが
対象の放課後児童クラブで
す。現在50人の子どもたち
を6人の指導員で見守って
おり、天気の良い日には近く
の孔子公園へ出かけます。

施設から一言
昭和37年に泗水東校区民
の熱意で設立された保育園
です。園児114人を、職員
20人の力を結集して保育・
教育に当たっています。ご
利用の際はお気軽にどうぞ。

放課後児童泗水東保育園
泗水町吉富2525番地
☎0９６８（３８）３５１８

泗水町富納464番地1
☎0９６８（３８）３３５０

午後２時～午後６時　※㈯㈰㈷除く
午前９時～午後５時　※㈯㈰㈷除く

授乳の場、おむつ交換の場の提供
授乳・おむつ交換の場、ミルク用の
お湯の提供

利用時間
利用時間

利用内容
利用内容
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